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二
O
世
紀
前
宇
に
お
け
る
米
生
産
を
め
ぐ
る

蘇
北
と
蘇
南
の
経
済
関
係

キ

ホ

ド

)

一

生
(

一

)

(

一

一

)

二
中
古
川

(

一

)

(

一

一

)

お

わ

は

弁

車内

才

肥米通耕米産め

面作の固に

f豊生

系産

ギ|

り
じ

め

抗
日
戦
争
以
前
に
お
け
る
江
南
の
地
慣
は
、

一
畝
首
た
り
約
一

O
O元
で
、
勢
賃
は
一
日
吉
た
り

0
・四

1
0
・
五
元
だ
っ
た
の
に
封
し
て
、

江
北
で
は
肥
沃
な
土
地
で
さ
え
も
、
そ
の
地
債
は
一
畝
首
た
り
約
三

O
元
で
、
労
賃
は
一
日
首
た
り

0
・一

l
0
・
二
元
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
言

(
1
)
 

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
江
南
と
江
北
の
聞
に
経
済
的
な
格
差
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
北
な
い
し

蘇
北
は
、
本
来
は
車
に
江
南
な
い
し
蘇
南
の
封
義
で
し
か
な
く
、
地
理
的
に
は
長
江
を
境
と
し
て
南
北
に
分
け
た
地
域
の
名
稽
に
し
か
す
、
ぎ
な
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(
2
)
 

い
が
、
先
進
的
で
豊
か
な
護
展
し
た
蘇
南
に
住
む
人
々
は
、
蘇
北
を
後
進
的
で
貧
し
く
停
滞
し
た
地
域
と
し
て
蔑
み
の
日
を
以
て
捉
え
て
き
た
。

し
か
し
、
蘇
北
の
「
貧
し
さ
」
と
蘇
南
の
「
豊
か
さ
」
と
は
、
相
互
に
密
接
に
関
わ
り
合
い
な
が
ら
陪
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
経
済
構
造

の
表
裏
を
成
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
本
稿
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
蘇
南
を
構
成
す
る
各
地
域
の
農
村
経
済
構
造
が
必
ず

(
3
)
 

し
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
の
と
同
様
に
、
蘇
北
も
各
地
域
ご
と
に
多
様
で
複
雑
な
農
村
経
済
構
造
を
形
成
し
て
い
た
。

例
え
ば
、
江
蘇
省
に
お
い
て
米
の
生
産
が
近
代
に
も
依
然
と
し
て
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
、
全
耕
地
面
積
に
占
め
る
米

作
地
の
割
合
が
高
か
っ
た
こ
と
や
消
費
の
面
で
も
米
が
主
食
と
し
て
の
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
米
作
地
が
耕
地
面

積
全
瞳
に
占
め
る
割
合
や
産
米
量
が
農
業
生
産
量
全
瞳
に
占
め
る
割
合
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
農
村
経
済
全
瞳
に
占
め
る
位
置
は
、
各
牒
に
よ
っ

て
相
首
の
差
異
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
江
蘇
省
で
は
ウ
ル
チ
米
の
中
の
イ
ン
デ
イ
カ
種
米
と
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
米
と
が
と
も
に
栽
培
さ
れ
、
そ
の

雨
方
が
消
費
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
江
蘇
省
に
お
け
る
米
生
産
の
複
雑
性
を
よ
り
一
層
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

こ
の
よ
う
な
米
の
生
産
に
見
ら
れ
る
各
腺
ご
と
の
差
異
に
鑑
み
る
だ
け
で
も
、
江
蘇
省
の
農
村
経
済
構
造
が
か
な
り
複
雑
な
状
態
に
あ
り
、
車

に
蘇
北
と
蘇
南
に
二
分
し
て
針
照
的
な
地
域
と
し
て
捉
え
る
だ
け
で
は
そ
の
責
態
及
び
動
態
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
米
作
を
中
心
に
据
え
て
近
代
江
蘇
省
農
村
経
済
構
造
の
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
す
る
が
、
そ
の
際
、

た
だ
単
に
各
地
域
聞
の
経
済
的
な
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
地
域
の
農
村
経
済
が
米
の
生
産
を
め
ぐ
っ
て
相
互
に
い
か

な
る
関
係
性
を
形
成
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
分
析
し
、

さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
生
産
面
に
大
き
な
影
響
を
奥
え
た
と
考
え

ら
れ
る
流
通
面
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
構
造
的
か
つ
複
合
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。
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生

産

面

r-¥ 

一
¥ー/

米

生

産

の

江
蘇
省
に
お
け
る
ウ
ル
チ
米
の
生
産
量
は
、

一
九
一

0
年
代
中
頃
に
一
一
、

0
0
0寓
捨
宣
一
主
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
披
行
的
な
が
ら
も
増
加
し

一
九
一
四
年
と
一
九
三
六
年
を
比
較
し
て
み
る
と
、
栽

(
4
)
 

培
面
積
で
は
約
一
・
四
倍
に
増
加
し
、
ま
た
、
生
産
量
で
は
賓
に
約
三
・
九
倍
に
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
車
位
面
積
首
た
り
の
産
米

世賞、
T
、

1

L

 
一
九
三
三
年
に
は
九
、

0
0
0寓
捨
蓋
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

量
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
元
来
か
ら
主
要
な
産
米
地
の
一
つ
だ
っ
た
江
蘇
省
は
、

一
九
三

0
年
代
に

は
中
園
に
お
け
る
主
要
な
産
米
地
と
し
て
の
地
位
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

抗
日
戦
争
以
前
に
お
け
る
江
蘇
省
(
上
海
市
を
含
む
)
は
、
蘇
北
の
最
北
部
に
位
置
す
る
准
陰
・
銅
山
・
惟
寧
・
漣
水
・
豊
鯨
・
浦
牒
・
部

牒
な
ど
の
諸
牒
を
除
け
ば
、

み
な
産
米
地
で
、
特
に
蘇
南
(
上
海
市
を
含
む
)

の
無
錫
・
常
熟
・
呉
江
・
武
道
・
昆
山
・
宜
興
・
江
陰
・
呉

牒
・
青
浦
、
及
び
、
蘇
北
の
中
部
(
裏
下
河
地
直
)
に
位
置
す
る
東
蓋
・
高
郵
・
賓
磨
・
江
都
・
泰
牒
な
ど
の
諸
牒
が
最
も
稲
作
が
盛
ん
だ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
蘇
北
の
中
部
地
域
と
蘇
南
の
長
江
沿
岸
地
域
が
江
蘇
省
に
お
け
る
主
要
な
産
米
地
と
な
っ
て
い
た
。
た
だ

し
、
東
亜
同
文
書
院
「
大
正
十
年
七
月
(
第
十
五
回
)
調
査
報
告
書
」
で
は
、
「
江
蘇
省
ハ
徐
州
、
海
州
、
准
安
、
揚
州
、
通
州
、
鎮
江
、
江
寧
、

常
州
、
蘇
州
、
太
倉
、
松
江
ノ
一
一
府
州
ヨ
リ
成
リ
、
蘇
州
、
常
州
、
松
江
、
太
倉
、
江
寧
等
ヲ
ソ
ノ
米
産
地
ノ
主
ナ
ル
」
と
こ
ろ
と
し
、
江

蘇
省
に
お
け
る
主
要
な
米
産
地
の
中
か
ら
蘇
北
の
各
鯨
を
除
外
し
て
お
り
、
ま
た
、
同
報
告
書
の
中
で
「
農
商
務
省
農
務
局
事
務
員
小
平
権
一

氏
ノ
大
正
五
年
五
月
ノ
調
査
」
を
引
用
し
て
、
一
畝
首
た
り
の
産
米
量
に
つ
い
て
、
蘇
南
の
上
海
・
常
熟
が
二
・
五
石
、
蘇
南
の
松
江
・
蘇
(
6
)
 

州
・
太
倉
・
無
錫
及
び
蘇
北
の
通
州
が
二
・

O
石
、
蘇
南
の
江
寧
と
蘇
北
の
揚
州
が
一
・
五
石
、
准
安
・
徐
州
が
一
・

O
石
だ
っ
た
と
し
て
お
り
、

721 

全
躍
的
傾
向
と
し
て
蘇
南
に
比
し
て
蘇
北
に
お
け
る
米
の
生
産
性
の
低
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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表1 上海市9豚の稲作面積と生産量(草枕:寓畝・高権)

1930年 1932年 1935年

面積 生雇主景 生巨主景 面積 生i垂景(徐剃景)

!際名 合計 ウルチ米 モチ米 メ口〉、一ロl ウルチラi':モチ米 合計 ウルチ米 モチ米

松江 57.2 57.2 。132 132 。150.1 150.0 0.1 62.8 149.3(十27.8)
青浦 37.7 34.1 3.6 103 93 9 114.2十 109.8 4.3 63.2 150.2(十62.0)

南匿 37.2 31.2 6.0 101 96 15 72.0 65.3 6.6 32.5 6~ .5( -77.1) 

金111 24.2 20.5 3.7 7z 61 11 55.0十 44.0 11. 0 29.6 98.7 (十4.7)

嘉定 23.1 18.8 4.3 60 49 14 21.2 17.0 4.2 12.7 24.9( -20.0) 

賓山 17.7 16.5 1.2 19 16 3 21.7 16.5 5.1 H.l 27.5(-12.1) 

上海 14.3 12.9 1.4 36 33 2 36.3 33.4 2.9 6.7 15.8(ー 19.7)

奉賢 9.7 7.3 2.4 22 16 5 29.4 29.4 。21.1 27.6( -40.5) 
J11沙 6.4 5.3 1.1 19 16 3 13.0 12.0 1.0 4.2 9.0( -27 .0) 

1思計 227.5 203.8 23.7 594 542 62 512.9 477.4 35.2 246.9 567.5 

典擦) 1930年と1932年は賓業部閥際貿易局編『中岡賢業誌(江蘇省)j(1933年)第 5編10-19

頁.35-38頁. 1935年は中園銀行経済研究室『米j106-110頁(ただし，面積が『賓業部月

刊I]J，生産量が『江蘇建設月刊』第3谷第4期に擦ったとしている)より作成O なお， 1932 

年の生産量の r+Jは飴剰うiえがあったことを表している。また，比較に便するため， 1935年
の生産量の単位を市斤から捻へ換算し直した。

表2 蘇南18燃の稲作面積と生産量(単位:高畝・蔦捨)

去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁

-
J跡
部

国

中

ー「十 1930年 1932年 1935年

市積 生産量 生産量 同穣 生産量(徐剰)

県系名 合計 ウルチ米 モチ米 合計 ウルチ米 モチ米 合計 ウルチ?に モチ米

呉県五 159 @66 92 ③393 ⑨169 223 ⑥258 199 58 ③153 ③310 (-64) 

昆山 111 ②89 22 ⑤320 ③259 61 ⑬138+ 132 6 ⑧103 ⑪146 (+62) 

深陽 104 080 23 CD441 ②349 92 ②375十 300 75 ⑥107 ④304 (十76)

宜興 103 CD95 8②425 ①392 32 ①425+ 392 32 ④119 ②449(十116)

無錫 102 ⑥82 19 ⑦298 ⑤244 54 ⑤270 260 10 ⑨102 ⑥291 (+ 14) 

武i生 99 ③86 13 ⑥299 ③259 39 ⑨170十 160 10 ①158 ①846(十144)

江主戸 98 ④85 12 ④332 ⑥215 117 ③372+ 360 12 ⑦103 ⑨240 (+16) 

常熟 95 ⑤84 10 ⑨238 ⑦211 27 ④300+ 250 50 ③135 ⑧241 (+32) 

丹陽 79 48 30 ⑬237 142 95 ⑪158 94 63 ⑬ 29 ⑫134( -102) 

呉江 72 ⑨54 18 ⑪228 ⑩164 54 ⑦250+ 225 25 ⑤118 ⑬190 (+ 13) 

江陰 70 ⑬53 17 ⑧255 ③192 62 ⑩166+ 133 33 ⑪ 77 ⑤296(ー 143)

金壇 68 30 37 ⑬194 91 102 ⑬153 73 80 ⑩ 81 ⑦290(十138)

鎖江 55 49 6⑬123 113 13 ⑬ 38 28 9 ⑬ 43 ⑫ 61 (-31) 

句容 52 49 2⑬150 142 8③181 + 158 23 ⑬ 60 ⑬108 (-9) 

品淳 42 37 5⑬107 91 16 ⑪138 130 8 ⑬ 30 ⑬ 91 (十14)

太倉 23 19 3⑫ 69 58 11 ⑫ 43 40 3 ⑫ 30 ⑬ 43 (-30) 

揚中 20 17 2⑬ 65 57 8⑬ 45 40 0.5 ⑬ 30 ⑬ 64 (-61) 

深水 17 11 6⑬129 110 18 ⑬122十 120 2 ⑬ 42 ⑬ 80 (-59) 

総計 1，369 1，034 325 4，330 3，258 1，032 3，653 3，094 499.5 1，572 4，490 

N
C
(
)
日

Cω 

国

王事

典擦) 表 1に同じ。なお，表中の①・②・③なとは順位を示す。
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表3 蘇北27豚の稲作面積と生産量(車{)1::高畝・寓携)

十

1930年 1932年 1935年

栽培回積 生産量 生産量 面積 産量(官余剰)

膝名 合計
ウルチ
モチ米 合計

ウルチ
モチ米 合計

ウルチ
モ千米

米 米 米

橋城 161 ①160 1.0 ②371 ②369 2 ②247 246 1.4 ②189 @451 (+ 180) 

局郵 150 ②139 0.7 ①454 ①422 31 ⑩ 90 50 40 ①199 W704 (十304)

資!樫 138 ⑧ 79 8.4 ④323 ⑦204 119 ③215 136 9.4 ⑦ 99 ⑥294 (十81)

興化 125 ③125 。③344 ③344 。⑬ 16 。16.3 ④167 ②496 (十44)
j工者日 119 ④119 。⑥239 ④239 。①371 347 4.4 ⑤151 ⑤424 (-51) 
如主事 118 ⑥ 84 0.4 ⑤315 ⑤226 88 ④210 151 59目。 ⑬ 22 ⑬ 40 (-202) 
南通 92 ⑤ 92 。⑦218 ⑥218 。⑦103 80 23目5⑩ 65 ⑧258 (-51) 
泰県原 84 ⑦ 78 6.2 ⑧200 ⑧187 13 ⑤134 125 9.0 ⑥134 @481 (十16)

准安 70 ⑩ 59 1.3 ⑨186 ⑨163 23 ⑥124 108 15.8 ⑧ 96 ⑨254 (十81)

東量 67 ⑨ 63 4.2 ⑪147 138 9 ⑧ 98 92 6.1 ⑨ 83 ⑩243 (-72) 

-ノL、t人コ 58 52 5.6 ⑬161 117 13 ⑬ ~2 ~ 1 0.1 

阜寧 58 35 3.3 ⑬114 74 43 ⑬ 25 55 10目。 ③175 ⑦259 ( :t0) 
儀徴 55 46 9.9 ⑬141 119 22 ⑬ 50 50 2.0 ⑬ 22 ⑪ 78 (-41) 

靖江 47 43 4.7 ⑬164 ⑬150 14 ⑪ 66 45 21.1 ⑬ 32 ⑬146 (-463) 

泰興 39 36 2.9 ⑬127 118 8 ⑬ 62 62 。⑪ 48 ⑪202 (十96)
崇明 3~ 28 5.8 ⑬102 87 15 ⑨ 90 72 18.0 ⑬ 10 ⑬ 96 (-111) 

I本陽 27 13 3.5 ⑪ 53 27 26 。 。。⑬ 12 ⑬ 11 ( -1) 
i毎門 25 22 3.2 ⑬ 52 45 6 「υ 「υ 。目7 0.6 2 (-58) 

江j甫 17 13 3 ⑬ 43 34 8 ⑪ 47十 45 2 ⑬ 18 ⑬ 38 (十3)

務総 14 6 8.4 ⑧ 30 13 17 ⑬ 20 8 11.5 ⑪ 18 2 (-14) 

啓東 8 4 4.2 13 6 6 2 2 。 1 0.8 ( -4) 

東海 8 4 4.2 21 11 9 ⑪ 24 18 6.1 ⑬ 17 ⑫ 16 ( -9) 

潅雲 5 5 。 17 17 。⑫ 11 11 。 。 。
i四陽 5 5 。 9 9 。 。 。。 。 。
宿遷 0.9 0.9 。 1 1 。 0.2 0.2 。 1 0.07 (-0.8) 

銅山 。 。。 。。。 0.4 0.4 。 。 。
主目l採 。 。。 。。。 。 。。 0.008( -0.08) 

総計 1 ， 52~ ， 9 1，310，9 80，9 3，859 3，368 172 2，126，6 1， 7~9 ， 6 256，7 l町713，6 1，711，878 

去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁

-
J跡
部

国

中

ー「

N
C
(
)
日

Cω 

国

王事

典嫁) 表1に同じ。なお，表中の①・③・③なとは順位を示す。また，空欄はデータなし。
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)
日
・

3

E
待

ー「
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と
こ
ろ
で
、
二

O
世
紀
前
半
ま
で
の
中
園
で
は
、
各
年
度
の
各
省
毎
に
お
け
る
稲
作
面
積
や
産
米
量
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
牒
レ
ベ
ル

に
な
る
と
一
部
の
年
度
の
そ
れ
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
、
上
海
市
・
江
蘇
省
の
各
牒
毎
に
お
け
る
稲
作
面
積
や
産
米
量
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

二
O
世
紀
前
半
で
は
、

一
九
三

O
年、

一
九
三
二
年
、

一
九
三
五
年
だ
け
で
あ
る
(
表
1
1
表
3
を
参
照
)

0

表
1
1
表
3
に
よ
り
、
以
下
に
お
い
て
、
上
海
市
・
蘇
南
・
蘇
北
の
三
地
域
の
各
勝
に
お
け
る
稲
作
面
積
と
産
米
量
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
に

J
'
-
、a
O

1
よ
ム
し
上
海
市
で
は
、
稲
作
面
積
が
最
も
庄
眠
か
っ
た
松
江
牒
で
さ
え
も
五

O
l
六
O
寓
畝
を
超
え
る
程
度
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
生
産
量
は
一
五

O
高
権

だ
っ
た
の
に
釘
し
て
、
蘇
南
で
は
、
旦
ん
牒
の
栢
作
面
積
が
一
五

O
寓
畝
を
超
え
、
生
産
量
が
一
九
三
五
年
に
お
け
る
武
進
牒
の
よ
う
に
八

0
0

高
捨
を
超
え
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
た
、
蘇
北
で
も
数
牒
の
稲
作
面
積
が
一
五

O
高
畝
を
超
え
、
生
産
量
が
一
九
三
五
年
に
お
け
る
高
郵
牒
の

よ
う
に
七

O
O高
捨
を
超
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
各
豚
の
産
米
状
況
は
、
ま
ず
、
上
海
市
で
は
、
稲
作
面
積
は
、
松
江
際
、
主
円
浦
牒
、
南
匪
勝
、
金
山
牒
の
順
に
康
く
、

九

五

年
に
は
一
九
三

O
年
と
比
べ
る
と
、
青
浦
牒
で
二
倍
近
く
に
掻
大
し
、
松
江
・
金
山
・
奉
賢
の
諸
牒
で
も
橋
一
大
し
た
も
の
の
、

そ
の
他
の
牒
で

は
減
少
し
て
お
り
、
産
米
量
は
、

一
九
三

O
年
と
一
九
三
二
年
に
は
松
江
豚
、
青
浦
牒
、
南
匪
牒
、
金
山
牒
の
順
に
多
か
っ
た
が
、

一
九
三
五

年
に
は
青
浦
牒
、
松
江
牒
、
金
山
牒
、
南
匪
牒
の
順
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
一
九
三

0
年
代
前
半
に
青
浦
牒
が
稲
作
面
積

と
産
米
量
と
も
に
擦
大
・
増
加
し
た
貼
が
目
立
つ
が
、
こ
れ
は
、
二

O
世
紀
に
な
っ
て
青
浦
牒
で
棉
作
か
ら
栢
作
へ
の
轄
換
が
起
こ
っ
た
こ
と

(
7
)
 

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
上
海
市
で
徐
剰
米
が
あ
っ
た
の
は
松
江
・
青
浦
・
金
山
の
三
牒
の
み
で
、
こ
の
三
牒
が
米
を
移
出
し
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
牒
は
米

不
足
で
逆
に
米
を
移
入
し
て
い
た
。
ま
た
、
蘇
南
で
は
、
武
進
・
常
熟
・
宜
興
・
呉
江
・
深
陽
・
江
寧
の
諸
牒
で
稲
作
面
積
が
麿
く
、
呉
牒
・

無
錫
牒
・
江
陰
牒
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
こ
の
中
に
は
、

一
九
三
五
年
に
は
一
九
三

O
年
よ
り
も
稲
作
面
積
が
掻
大
し
て
飴
剰
米
を
生
じ
て
い
た
勝

も
多
か
っ
た
が
、
呉
牒
・
丹
陽
鯨
・
江
陰
牒
で
は
大
量
の
食
用
米
が
不
足
し
て
い
た
。
な
お
、
金
壇
牒
で
は
ウ
ル
チ
米
よ
り
も
モ
チ
米
の
生
産

十
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の
方
が
多
く
、
呉
牒
や
丹
陽
牒
で
も
モ
チ
米
の
生
産
の
比
率
が
か
な
り
高
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
蘇
北
で
は
、
高
郵
・
盟
城
・
阜
寧
・
興
化
・
江

都
・
泰
際
、
賓
一
際
・
准
安
な
ど
の
裏
下
河
地
直
が
主
要
な
米
作
地
と
な
っ
て
お
り
、
大
量
の
鈴
剰
米
が
あ
っ
た
が
、
如
白
平
・
靖
江
・
崇
明
・
江

都
・
南
通
・
東
蓋
・
海
門
な
ど
の
長
江
沿
岸
部
の
各
牒
で
は
大
量
の
食
用
米
が
不
足
し
て
い
た
。

次
に
、
表
4
か
ら
蘇
南
と
蘇
北
に
お
け
る
米
生
産
の
上
位
五
牒
と
上
位
一

O
牒
を
比
べ
て
み
る
と
、

一
九
三

O
年
と
一
九
三
五
年
に
は
作
附

面
積
は
蘇
北
が
蘇
南
よ
り
贋
く
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
三

O
年
と
一
九
三
一
一
年
に
は
生
産
量
は
蘇
南
が
蘇
北
よ
り
多
か

っ
た
が
、

一
九
三
五
年
に
は
蘇
北
の
生
産
量
が
蘇
南
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

一
九
三

0
年
代
に
は
、
蘇
北
の
主
要
な
米
産

地
が
蘇
南
の
そ
れ
と
比
べ
て
作
附
面
積
と
生
産
量
で
は
決
し
て
遜
色
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
凌
駕
す
る
勢
い
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
趨
勢
は
、
蘇
南
が
蘇
北
よ
り
も
モ
チ
米
の
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
食
用
米
と
し
て
の
ウ
ル
チ
米
の
生
産
で
は
、

よ
り
一
層
強
く
な
る
。
ま
た
、

一
九
三

O
年
と
一
九
三
五
年
の
草
位
面
積
首
た
り
の
生
産
量
を
比
較
す
る
と
、
上
海
は
減
少
し
、
蘇
南
は
微
減

し
た
の
に
封
し
て
、
蘇
北
は
増
加
し
て
お
り
、

は
、
上
海
が
最
も
低
く
、
蘇
北
が
蘇
南
に
ほ
ぼ
同
程
度
ま
で
近
づ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
三

O
年
に
は
、
蘇
南
が
高
く
、
上
海
と
蘇
北
が
ほ
ぼ
同
程
度
だ
っ
た
が
、

一
九
三
五
年
に

一
九
三

O
年
か
ら
一
九
三
五
年
に
か
け
て
蘇
北
だ

け
が
米
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

近
代
の
上
海
地
匝
で
は
、
金
山
牒
が
米
を
ほ
ぼ
自
給
で
き
た
が
、
上
海
牒
は
栢
作
面
積
が
小
さ
い
上
に
圏
雲
に
重
黙
を
置
い
て
い
た
の
で
、

米
が
不
足
し
、
川
沙
・
南
匪
・
奉
賢
の
三
牒
は
稲
作
よ
り
も
棉
作
が
盛
ん
で
、
産
米
量
は
非
常
に
少
な
く
、
上
海
市
の
中
の
主
要
な
産
米
地
だ

(
8
)
 

っ
た
松
江
・
青
浦
の
二
牒
か
ら
米
を
供
給
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
松
江
・
青
浦
の
二
懸
か
ら
一
九
三

0
年
代
中
頃
に
移
出
さ
れ
た
年
間
約
二
五

o

l
一
一
六
九
高
石
の
米
の
う
ち
の
一
一

O
O高
石
近
く
が
上
海
市
街
地
に
向
け
て
販
買
さ
れ
た
と
い
う
。

他
方
、
蘇
北
の
各
牒
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
、

一
九
一

0
年
代
末
l
一
九
二

0
年
代
初
頭
の
拭
況
に
つ
い
て
、
東
亜
同
文
書
院
「
大
正
十
年

七
月
調
査
報
告
」
で
は
、
鎮
江
の
針
岸
に
位
置
す
る
瓜
州
か
ら
准
陰
豚
清
江
浦
に
至
る
運
河
沿
い
の
「
地
方
ハ
揚
子
江
以
北
ニ
位
ス
ル
江
蘇
ノ

725 

大
平
原
地
方
ニ
シ
テ
、
農
産
物
ハ
頗
ル
巨
額
二
上
リ
、
特
ニ
米
、
棉
花
等
ハ
ソ
ノ
大
宗
ナ
リ
」
と
し
、
瓜
州
の
「
米
行
ハ
他
地
ニ
比
シ
テ
ャ
、

十
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上海・蘇南・蘇北の米生産の比較(単位・寓畝・寓捨・坦)

口
一
日
一
日

日
一
日
一

U

1ご口:

1930年 11193

栽培面積|生産量
1
1畝蛍り産量

上|上位5際11 日 41 468 1 2.6 

海 19際全て 11 227.5 1 則 l

蘇|上位5豚 11 579 11.911 

上位10豚 111.022 1 3.238 

南118牒全て 111.369 1 4.330 

蘇|上位5豚11 693 11.8切

上位10豚111，凶 12，811 

北|上位20際111，498 1 3，798 

典擦) 表 2及び表3より作成。

表4
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大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
、

そ
の
北
の
仙
女
廟
「
附
、
近
ハ
農
産
物
ニ
富
ミ
、
特
ニ
米
、
棉
花
ノ
市
場

ヲ
以
テ
著
ハ
」
れ
、
賓
麿
牒
「
住
民
ノ
主
業
ト
ス
ル
所
ハ
農
業
ニ
シ
テ
米
作
ヲ
中
心
ト
シ
」
、

ま
た
、
准
安
「
住
民
ノ
主
業
ハ
農
業
ニ
シ
テ
、

ソ
ノ
主
ナ
ル
作
物
ヲ
米
、
小
委
、
大
豆
等
ト
」

し
、
そ
の
生
産
額
は
、
米
が
八
三
高
一
、
三
七
一
一
石
、
小
委
が
五
五
高
石
、
大
豆
が
一
了
六
寓
石

さ
ら
に
、
准
陰
牒
の
「
主
要
産
業
ハ
農
業
ニ
シ
テ
、
特
ニ
米
、
妻
ヲ
多
ク
産
シ
、

(
日
)

高
梁
、
落
花
生
ノ
産
モ
マ
タ
少
ナ
シ
ト
セ
ズ
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
食
糧
に
つ
い
て
見

で
あ
る
と
し
、

て
み
る
と
、
山
東
省
境
に
近
い
海
州
城
(
東
海
豚
)
の
「
居
民
一
般
の
常
食
は
玉
局
黍
、
高
梁
、

(
日
)

小
委
等
」
で
、
品
塙
検
豚
歌
歌
埠
は
「
生
活
程
度
を
見
る
に
極
め
て
低
く
、
其
常
食
と
す
る
庭
は

(ロ)

焼
餅
の
類
を
主
と
」
し
、
徐
州
(
銅
山
鯨
)
の
北
の
山
東
省
境
に
近
い
利
園
田
時
で
は
「
米
の
産

(
日
)

出
殆
ど
な
く
、
居
民
は
概
ね
粟
を
以
て
常
食
と
」
し
て
い
た
の
に
封
し
て
、
瓜
州
で
は
「
生
活

(
H
H
)
 

程
度
一
般
に
低
」
か
っ
た
と
評
慣
さ
れ
な
が
ら
も
、
「
常
食
は
米
な
り
」
と
さ
れ
、
賓
鷹
牒
の

(
日
)

南
に
位
置
す
る
高
郵
鯨
で
も
「
米
は
居
民
の
常
食
と
す
る
慮
な
り
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

一方、

一
九
二
八
l
三
O
年
に
お
け
る
蘇
北
の
東
蓋
・
興
化
・
盟
城
の
三
牒
を
見
て
み
る
と
、

ま
ず
、

ア
ル
カ
リ
土
質
で
栢
作
に
は
不
適
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
束
墓
豚
で
は
、
作
附
面
積
の

割
合
は
、
栢
が
四
O
%
、
棉
花
が
二
二
%
、
豆
が
一
五
%
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
食
糧
の
需
要

量
は
一
一
八
一
高
徐
石
だ
っ
た
が
、
産
米
量
は
一
九
一
一
九
年
が
約
二
四
寓
捨
で
、

や
や
豊
作
だ
っ

た
一
九
三
O
年
で
さ
え
も
二
二
高
石
鈴
り
に
す
ぎ
ず
、
盟
城
牒
か
ら
米
を
移
入
し
て
い
た
。
た

だ
、
同
牒
民
は
委
を
主
食
と
し
、
玉
萄
黍
や
高
梁
な
ど
を
補
助
食
と
し
て
お
り
、
米
産
地
で
さ

え
も
米
食
と
委
食
が
半
々
で
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
米
食
は
一

o
l二
O
%
を
占
め
る
に
す

十
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ぎ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
興
化
牒
で
は
、
食
糧
の
需
要
量
が
一
五
一
寓
石
徐
り
だ
っ
た
が
、
そ
の
内
の
一

O
l
二
O
%を
奏
で
補

っ
て
い
た
の
で
、
賓
際
の
米
の
消
費
量
は
一
一
一
一

O
高
石
鈴
り
で
、
産
米
量
は
一
九
二
九
年
が
一

O
一
高
石
徐
り
で
、
幽
一
旦
年
だ
っ
た
一
九
三

O
年

が
一
一
七
一
高
石
徐
り
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
年
に
よ
っ
て
は
飴
剰
米
が
出
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
泰
牒
で
は
、
一
九
二
八
年
に
一

一
九
三

O
年
に
一
一
三
三
高
石
陰
り
の
米
が
生
産
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
盟
城
鯨
で
は
、

七
O
高
石
絵
り
、

一
九
一
一
九
年
に
九
八
高
石
除
り
、

二
八
年
に
約
一
九
七
高
石
の
米
が
生
産
さ
れ
、

一
九
一
一
九
年
に
は
虫
害
に
よ
っ
て
平
年
作
の
一
一
一

l
四
割
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、

一
九
三

O
年

に
は
約
一
三
五
寓
捨
と
な
り
、
産
米
量
が
増
加
し
た
た
め
、
も
と
も
と
委
を
食
べ
て
い
た
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
米
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

(
日
)

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
、
「
績
修
盟
城
牒
志
』
(
一
九
三
六
年
)
に
よ
れ
ば
、
盟
城
牒
で
は
主
に
米
を
食
べ
、
委
を
食
す
る
こ
と
は
少

な
か
っ
た
が
、
貧
民
の
場
合
は
米
は
お
ろ
か
奏
さ
え
も
常
食
と
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
冬
季
に
は
野
菜
や
人
参
を
常
食
と
し
、
夏
季
に
は
瓜
類

(
初
)

を
常
食
と
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
蘇
北
の
主
要
な
米
作
地
で
あ
る
瞳
城
牒
・
興
化
勝
・
東
蓋
牒
・
泰
牒
で
は
、

一
九
二
九
年
は
凶
作
だ
っ
た
が
、
豊
作
と
な
っ

た
翌
一
九
三

O
年
の
産
米
量
は
一
九
二
九
年
の
二
倍
以
上
と
な
る
な
ど
、
豊
凶
に
よ
る
産
米
量
の
繁
動
幅
は
依
然
と
し
て
大
き
か
っ
た
も
の
の
、

豊
作
時
に
は
相
首
の
産
米
量
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
産
米
量
の
増
加
は
、
貧
困
層
が
相
愛
わ
ら
ず
米
は
お
ろ
か
萎
さ
え
も
十
分
に

食
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
は
言
え
、

一
部
の
人
々
が
委
食
か
ら
米
食
へ
移
行
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

上
海
は
、
生
活
水
準
が
比
較
的
高
い
の
で
、
圏
内
産
の
ウ
ル
チ
米
よ
り
も
品
質
の
劣
る
洋
米
(
外
米
)
は
絵
り
歓
迎
さ
れ
ず
、
多
く
は
ジ
ヤ

ボ
ニ
カ
種
米
が
歓
迎
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
ジ
ヤ
ポ
ニ
カ
種
米
を
栽
培
し
て
い
た
中
園
の
農
民
は
、
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
米
が
洋
米
よ
り
も
高
債
な

(
乱
)

の
で
、
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
米
を
販
責
し
て
洋
米
を
購
入
し
て
食
用
と
し
て
い
た
。

上
海
・
蘇
州
・
無
錫
の
米
は
、
特
に
品
質
が
良
く
、
全
固
に
冠
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
宜
興
牒
で
は
、
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
の
香
米
に
次

い
で
有
名
な
イ
ン
デ
イ
カ
種
の
杜
尖
は
質
的
に
は
香
米
よ
り
や
や
劣
っ
て
い
た
も
の
の
、
生
産
量
が
多
く
、
安
債
で
、

一
般
庶
民
に
よ
る
消
費

727 

が
最
も
多
か
っ
た
。
あ
る
い
は
、
蘇
北
の
如
皐
牒
で
も
、
イ
ン
デ
イ
カ
種
米
は
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
米
よ
り
安
債
で
、
「
一
般
下
級
居
民
之
歓
迎
」

十
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(
幻
)

を
贋
く
受
け
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、

一
九
三

0
年
代
に
蘇
北
の
裏
下
河
地
匝
各
牒
に
お
け
る
米
作
が
量
的
に
掻
大
し
、
か
つ
安
定
性
を
増
す
よ
う
に
な
る
と
、

に
委
食
か
ら
米
食
に
移
行
す
る
稲
作
農
家
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
生
活
水
準
の
上
昇
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

は
、
蘇
北
の
各
牒
で
は
、
イ
ン
デ
イ
カ
種
を
栽
培
す
る
農
家
の
中
で
多
数
を
占
め
る
中
下
層
農
民
は
主
に
委
類
を
主
食
と
し
て
い
た
の
に
封
し

一
般
的
に

て
、
上
海
市
や
蘇
南
の
各
牒
で
は
、
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
を
栽
培
す
る
中
下
層
農
民
が
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
米
を
販
責
し
て
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
米
よ
り
も
安

債
な
イ
ン
デ
イ
カ
種
米
を
購
入
し
て
消
費
し
て
い
た
。

( 

ー
¥、J

瞳

井
町
卓#什
1

作

系

江
蘇
省
で
は
イ
ン
デ
イ
カ
種
の
柏
栢
と
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
の
梗
栢
と
い
う
二
種
類
の
ウ
ル
チ
米
が
混
栽
さ
れ
て
い
た
が
、
各
々
の
栽
培
地
に
は

地
域
的
偏
在
が
見
ら
れ
る
と
同
時
に
、
複
雑
な
耕
作
瞳
系
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
柚
稲
ノ
主
要
栽
培
地
域
ハ
揚
子
江
北
岸
ノ
大
部
分
ト

江
南
ノ
丘
陵
地
町
チ
江
寧
、
丹
徒
等
ノ
諸
牒
一
帯
デ
ア
ル
。
梗
栢
ノ
主
要
栽
培
地
域
ハ
大
茅
山
脈
ノ
以
束
、
江
南
一
帯
ノ
平
野
デ
ア
ツ
テ
、
東

進
ス
ル
ニ
従
ツ
テ
漸
次
制
栢
ノ
栽
培
ハ
少
ク
ナ
ル
。
印
チ
呉
鯨
、
松
江
、
常
熟
、
金
山
、
賓
山
、
崇
明
、
太
倉
、
嘉
定
等
ノ
諸
鯨
ノ
産
米
ノ
大

部
分
ハ
梗
栢
ニ
属
ス
ル
」
と
さ
れ
、
ま
た
、
「
小
委
ノ
主
要
生
産
地
ハ
北
部
畑
作
地
帯
ト
南
部
ノ
揚
子
江
雨
岸
ノ
水
稲
裏
作
地
帯
ト
デ
ア
ル
ガ
、

前
者
ノ
生
産
ノ
多
キ
牒
ハ
澗
陽
、
漣
水
、
銅
山
、
苦
鯨
、
泳
陽
、
東
海
、
部
牒
等
デ
、
後
者
ニ
於
テ
ハ
呉
牒
、
無
錫
、
武
進
、
宜
興
、
江
寧
、

(
お
)

深
陽
、
常
熟
等
ノ
諸
牒
ガ
代
表
的
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
、
つ
に
、

ウ
ル
チ
米
の
中
で
も
、
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
米
が
主
に
上
海
地
匝
や
蘇
南
の
東
部
地
域
で
栽
培
さ
れ
た
の
に
釘
し
て
、
イ
ン
デ
イ

カ
種
米
は
主
に
蘇
南
の
西
部
地
域
や
蘇
北
の
裏
下
河
地
匡
で
栽
培
さ
れ
た
。
ま
た
、
小
委
は
、
蘇
南
で
は
米
作
の
裏
作
と
し
て
栽
培
さ
れ
、
蘇

北
で
は
裏
下
河
地
直
よ
り
も
北
部
に
位
置
す
る
地
域
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
た
。

さ
て
、
以
下
で
は
蘇
北
の
主
要
な
産
米
地
だ
っ
た
裏
下
河
地
匝
各
鯨
に
お
け
る
作
附
け
状
況
を
見
て
お
き
た
い
。

十

「
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『
准
安
府
志
』
(
一
八
八
四
年
)
に
よ
れ
ば
、
山
陽
牒
(
現
、
准
安
市
)
東
南
部
地
域
・
盟
城
牒
・
阜
寧
牒
は
栢
作
を
主
と
し
、
豆
や
奏
を
間
作

(
討
)

し
て
い
た
の
に
封
し
て
、
山
陽
牒
以
北
の
清
河
牒
・
安
東
牒
・
桃
源
牒
で
は
委
作
が
中
心
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
准
安
は
、
運

河
を
境
に
し
て
、
そ
の
東
側
は
米
作
が
中
心
で
、
農
民
の
主
食
は
米
だ
っ
た
が
、
他
方
の
西
側
は
稲
以
外
に
高
梁
や
萎
を
栽
培
し
て
お
り
、
農

(
お
)

民
の
大
中
十
は
雑
穀
を
食
べ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
山
陽
豚
東
部
地
域
は
ウ
ル
チ
米
の
栽
培
に
遁
し
、
西
北
部
地
域
は
委
・
豆

(
お
)

類
・
も
ち
粟
・
黍
・
麻
・
も
ち
黍
の
栽
培
に
遁
し
、
あ
る
い
は
、
東
南
部
地
域
は
奏
や
イ
ン
デ
イ
カ
種
米
と
モ
チ
米
の
栽
培
に
適
し
、
西
北
部

地
域
は
奏
・
豆
類
・
も
ち
粟
・
黍
・
落
花
生
・
胡
麻
・
菜
種
の
栽
培
に
遁
し
て
い
た
。

一
九
三

0
年
代
初
頭
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
盟
城
牒
は
東
部
の
沿
海
部
一
帯
が
主
に
盟
場
・
荒
地
だ
っ
た
の
を
除
く
と
、
西
部
・
西
南
部
・
西

北
部
の
諸
地
域
は
稲
作
地
と
な
っ
て
お
り
、
作
附
面
積
の
割
合
は
、
稲
が
五
二
%
、
委
が
二
三
%
、
豆
が
九
%
、
棉
花
が
八
%
な
ど
と
な
っ
て

(
お
)

い
た
。
ま
た
、
「
績
修
瞳
城
際
志
』
(
一
九
三
六
年
)
に
よ
れ
ば
、
盟
城
牒
西
部
地
域
は
湖
沼
に
近
く
、
多
く
は
腐
植
地
で
、
年
々
栢
の
栽
培
が

(
却
)

愉
唱
え
、
東
部
地
域
の
多
く
は
砂
質
土
で
、
主
に
豆
・
も
ち
粟
・
玉
買
黍
を
栽
培
し
、
近
海
の
地
で
は
棉
花
を
栽
培
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
、

『
瞳
城
豚
志
』
(
光
緒
二
年
)
に
よ
れ
ば
、
盟
城
牒
の
東
部
地
域
は
高
燥
で
奏
作
に
遁
し
、
西
部
地
域
は
低
摂
で
稲
作
に
適
し
て
お
り
、
晩
稲
は

牧
穫
量
が
少
な
く
、
ま
た
、
早
稲
は
播
種
・
栽
培
が
最
も
早
く
、
夏
の
日
照
り
や
秋
の
水
害
を
心
配
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
貼
で
中
栢
に
勝

(
初
)

っ
て
い
た
が
、
質
や
味
で
は
劣
り
、
早
稲
の
一
石
は
中
稲
の
三
斗

(
0
・
三
石
)
に
し
か
値
し
な
か
っ
た
の
で
、
主
に
中
指
を
栽
培
し
て
い
た
。

『
甘
泉
牒
績
志
』
(
一
九
二
六
年
)
に
よ
れ
ば
、
甘
泉
牒
(
現
在
の
揚
州
市
匝
・
邦
江
牒
)
で
は
、
西
部
地
域
は
岡
や
山
が
多
か
っ
た
の
に
封
し

(
訂
)

て
、
東
北
部
地
域
は
湖
沼
に
瀕
し
、
湖
沼
の
近
く
の
好
田
で
は
主
に
陸
稲
が
植
え
ら
れ
、
運
河
沿
い
一
帯
に
お
け
る
産
米
量
も
少
な
く
な
か
っ

(
沼
)

た
が
、
と
り
わ
け
部
伯
以
東
の
地
は
産
米
地
匝
で
、
数
年
来
、
米
穀
業
が
勃
興
し
、
平
年
作
で
も
米
委
の
販
責
量
は
一

O
O高
雨
近
く
に
達
し

(
お
)

た
と
い
う
。

729 

一
九
四
九
年
以
前
は
東
北
部
地
域
で
は
主
に
早
稲
の
イ
ン
デ
イ
カ
種
が
単
作
さ
れ
、
長
江
沿
岸
地
域
で
は
稲
と
委
の
二
毛
作
が

(

川

崎

)

行
な
わ
れ
、
年
間
一

O
O
捨
以
上
の
米
・
奏
・
落
花
生
が
移
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
『
江
都
牒
志
」
(
光
緒
七
年
重
刊
)
に
よ
れ
ば
、
江
都
牒
を
含

江
都
牒
は
、

十
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む
揚
州
は
「
山
田
」
が
多
く
、
イ
ン
デ
イ
カ
種
の
栽
培
に
遁
し
、
宋
代
に
干
害
に
強
い
占
城
栢
を
購
入
し
て
長
江
・
准
河
聞
の
高
田
に
栽
培
し

(
お
)

て
以
来
、
早
稲
を
栽
培
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、
『
江
都
将
積
志
』
(
一
九
二
六
年
)
に
よ
れ
ば
、
秋
の
水
害
を
避
け
る
た
め
に
早
稲
を
多

(
出
)

く
栽
培
し
て
い
た
江
都
牒
で
も
、
水
田
で
は
モ
チ
米
が
多
く
栽
培
さ
れ
、
か
つ
て
米
穀
業
が
非
常
に
盛
ん
だ
っ
た
産
米
匿
域
の
江
都
際
仙
女
廟

(
幻
)

(
江
都
鎖
)
も
、
光
緒
年
聞
に
米
を
禁
輸
し
て
か
ら
は
衰
微
し
た
と
い
う
。

「
重
修
興
化
牒
志
』
(
成
豊
二
年
)
に
よ
れ
ば
、
阻
ハ
化
豚
は
地
勢
の
や
や
高
い
と
こ
ろ
で
は
奏
や
豆
を
栽
培
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
は
全
耕

地
の
一

l
二
割
を
占
め
る
に
過
ぎ
ず
、
水
田
で
は
稲
が
植
え
ら
れ
た
が
、
土
地
が
痩
せ
、
し
か
も
、
し
ば
し
ば
水
害
を
被
る
た
め
、
多
く
の
農

民
が
早
稲
を
植
え
て
い
た
。
あ
る
い
は
、
『
積
修
興
化
牒
志
』
(
一
九
四
四
年
)
に
よ
れ
ば
、
興
化
牒
の
一
畝
嘗
た
り
の
米
の
牧
穫
量
は
、
牒
城

附
近
が
約
二
石
五
斗
、
豚
城
か
ら
六

O
里
以
内
で
は
約
二
石
、
牒
城
か
ら
六

O
里
以
上
離
れ
た
と
こ
ろ
で
は
一
石
八
斗
で
、
東
北
部
地
域
は
地

(
泊
)

勢
が
や
や
高
く
、
大
奏
・
小
委
・
大
豆
な
ど
を
栽
培
し
て
い
た
。
一
月
)
に
よ
れ
ば
、
賓
麿
牒
の
全
耕
地
面
積
約
一
五
九
高
畝
の
う
ち
、
水
稲
作

(
判
)

地
が
約
一

O
O寓
畝
、
委
類
・
豆
類
・
高
梁
・
玉
局
黍
な
ど
が
約
四

O
高
畝
で
、
水
稲
作
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
『
重
修

(
引
)

賓
磨
膝
志
』
(
遁
光
二
一
年
)
に
よ
れ
ば
、
賓
麿
牒
の
多
く
の
農
民
は
干
害
よ
り
も
水
害
を
お
そ
れ
て
い
た
の
で
、
湖
沼
に
園
み
を
め
ぐ
ら
し
、

周
敦
櫨
「
賓
鹿
山
際
物
産
概
況
及
改
進
計
童
旦
』
(
一
九
三
四
年

し
か
も
、
水
に
強
く
て
水
浸
し
に
く
い
観
音
柳
の
稲
苗
を
植
え
、
逆
に
晩
稲
の
上
白
米
は
牧
穫
が
最
も
遅
く
、
水
を
嫌
う
の
で
、
敢
え
て
植
え

(
幻
)

る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
あ
る
い
は
、
牧
穫
量
は
多
く
な
か
っ
た
が
、
水
害
を
避
け
る
た
め
に
三
十
子
・
四
十
子
・
五
十
子
な
ど
の
早
稲

(
川
町
)

を
栽
培
し
た
。

『
如
泉
将
士
心
』
(
嘉
慶
一
一
一
一
年
)
に
よ
れ
ば
、
如
白
平
牒
の
う
ち
、
東
南
部
地
域
は
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
、
西
北
部
地
域
は
イ
ン
デ
イ
カ
種
の
栽
培
に

(
叫
)

遁
し
て
い
た
と
い
う
。

(
一
む
)

阜
寧
隠
は
、
東
南
部
地
域
で
は
主
に
稲
が
栽
培
さ
れ
、
西
北
部
地
域
で
は
主
に
萎
が
栽
培
さ
れ
、
ま
た
、
西
北
部
地
域
で
は
主
要
作
物
の
大

(
必
)

豆
か
ら
油
を
搾
っ
た
大
豆
粕
が
主
要
な
移
出
品
と
な
っ
て
い
た
。
あ
る
い
は
、
阜
寧
牒
の
主
要
な
農
産
物
は
栢
・
委
・
一
口
十
玉
萄
黍
・
高
梁
・

十
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甘
藷
・
棉
花
・
落
花
生
な
ど
で
、
東
部
地
域
の
大
宇
は
稲
の
一
期
作
、
西
南
部
地
域
は
二
毛
作
で
、
豆
・
玉
局
黍
・
高
梁
・
甘
藷
の
栽
培
は
西

部
・
北
部
地
域
が
最
も
多
く
、
落
花
生
は
黄
河
沿
岸
や
南
部
地
域
の
沙
岡
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
、
第
六
匿
と
第
九
匿
の
開
墾
地
で
は
棉
花
が
多

(
釘
)

く
生
産
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、

一
九
三

0
年
代
に
お
け
る
阜
寧
牒
の
全
耕
地
面
積
約
四
五
六
寓
畝
の
う
ち
、
水
田
が
約
二
二
七
寓
畝
、
畑
が

(
必
)

約
二
二
九
高
畝
で
、
南
部
・
東
部
地
域
で
は
主
に
水
稲
が
栽
培
さ
れ
た
。

『
泰
興
牒
志
」
(
光
絡
一
一
一
年
)
に
よ
れ
ば
、
泰
興
牒
は
委
と
豆
類
の
栽
培
に
遁
し
、
栢
は
イ
ン
デ
イ
カ
種
が
多
く
、
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
が
少
な

(
的
)

か
っ
た
。

以
上
か
ら
、
蘇
北
の
主
要
な
米
作
地
だ
っ
た
裏
下
河
地
匿
各
牒
で
は
、
土
地
が
痩
せ
、

し
か
も
、
湖
沼
・
低
濃
地
が
多
か
っ
た
た
め
に
、
頻

繁
に
水
害
を
被
る
と
い
う
地
質
的
気
候
的
候
件
を
考
慮
し
て
、
主
に
イ
ン
デ
イ
カ
種
と
り
わ
け
早
稲
種
を
栽
培
せ
ざ
る
を
え
ず
、
ま
た
、
裏
作

と
し
て
は
委
類
な
い
し
雑
穀
類
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

古
川
地

通

面

〆F 、¥

一¥、dノ

米

中
園
で
は
、
す
で
に
前
近
代
に
お
い
て
も
米
が
慶
範
園
か
っ
大
量
に
市
場
に
出
回
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
近
代
に
お
い
て
も
米
が
大
量
に
市

(
叩
)

て
お
り
、

場
に
出
回
り
、
「
鎮
江
、
無
錫
、
上
海
等
の
大
市
場
は
江
蘇
省
の
米
穀
集
散
地
で
あ
る
と
共
に
、
全
園
米
穀
集
散
の
中
植
を
な
し
」

(
日
)

と
り
わ
け
「
無
錫
ハ
車
ニ
江
蘇
省
米
ノ
集
散
地
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
全
園
三
大
米
市
場
(
蕪
湖
・
漢
口
)
ノ
こ
と
な
っ
て
い
た
。

ま
ず
、
中
圏
全
固
に
お
け
る
米
の
流
通
に
つ
い
て
、
中
園
海
開
貿
易
統
計
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

表
5
を
見
る
と
、

一
九
三
三
年
以
降
、
幾
分
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

九
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一
九
一
回
l
三
七
年
に
お
け
る
中
国
の
米
穀
の
輸
出
量
は
、

二
年
ま
で
は
一
二

O
寓
携
を
超
え
た
一
九
一
九
年
を
除
け
ば
、
五
高
携
を
超
え
た
年
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
比
較
的
少
量
に
と
ど
ま
っ
て

十

「「



」

表5 米穀の移輸出量(草枕:寓捨， 1934年から寓公権)

十

年度
輸出量 移輸出量 主要移出地

合計 合計 天津長沙岳州 i英υ 九江 蕪湖 上海
1910 450.4 O 3，5 0.4 O 6，8 358.2 77.3 

1911 535.7 O 107.9 30.4 O O 266.5 126.4 

1912 641.5 。102.3 55.7 0.6 2.7 456.2 17.8 
1913 375.7 0.1 31.4 84.9 O 。247.3 6.1 
1914 2.7 312.8 。 60.0 6.4 。 O 227.1 14.5 
1915 2.2 316.1 。 10.7 3.2 。 5.9 265.7 26.5 
1916 2.2 469.6 0.2 18.6 7.3 46.7 36.6 335.0 21.1 

1917 3.7 411.4 。 49.1 3.1 109.2 63.0 166.4 14.0 
1918 3.3 387.8 2.6 。 O 2.8 46.3 319.0 12.1 
1919 122.7 1司241.3 90.0 11.1 。 1.8 142.3 388.8 62.0 
1920 31.1 947.6 3.9 227.9 6.3 5.1 210.1 471.5 14.5 

1921 3.4 337.4 。 68.5 4.6 8.3 16.2 224.8 10.3 
1922 4.5 211.2 O 61. 5 7.5 8.0 26.3 82.9 10.3 

1923 6.3 367.7 。106.5 O 3.7 124.7 113.8 11.4 
1924 4.1 798.4 O 231.1 0.3 5.2 244.7 298.5 9.7 

1925 3.5 774.7 。 60.0 。 5.0 68.0 617.8 9.8 
1926 2.9 204.7 。 2.8 。 7.0 6.7 157.7 9.1 
1927 8.6 234.5 O 70.5 。 0.5 39.4 87.8 14.1 
1928 2.9 602.7 3.0 167.2 1.1 0.5 139.6 248.3 29.5 

1929 2.8 389.3 6.6 15.6 O O 109.9 240.1 10.3 

1930 2.7 245.5 4.9 15.8 0.1 。 34.4 169.8 12.6 
1931 3.0 302.9 6.0 4.8 。 。 29.7 242.6 13.2 
1932 3.6 182.5 O 17.6 0.1 1.5 12.8 130.4 11.6 

1933 10.3 803.1 。 61.3 0.4 31.8 53.0 349.1 273.6 
1934 6.8 440.3 0.5 65.9 0.2 41.3 4.4 121.8 147.2 

1935 6.5 381.6 。 22.3 0.1 10.6 32.3 85.9 157.9 
1936 26.8 723.2 。 81.0 0.5 42.0 183.7 161.9 177 .1 
1937 21.4 834.4 0.1 105.6 2.5 71.4 222.8 130.8 249.7 

典披 China.The Marilime Cuslomsただし，移輸出量合計は1933年から移出量のみ
の合計となっている。また，空欄はデータなし。 10Jは1，000捨(あるいは
1，000公捨)未満を示している O
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表6 米穀の移入量(単位.寓槍， 1934年から高公捨)

十

年度
移入量 主要移入地

合計 大連 天津 煙室、 1要州 1手i波 市品州 慶門 t山頭 庚!トトl九龍 上海 扶北 江門 二水

1902 973，0 

1903 280.1 

1904 335.6 

1905 222.7 

1908 673.6 

1909 379.7 

1910 940.9 21.8 17.7 1.7 1.8 2.9 3.7 48.1 111.6 62.7 448.8 5.8 90.3 11. 3 。
1911 530.2 25.8 4.7 0.7 0.4 0.5 1.3 76.8 20.1 23.0 263.3 。70.8 7.4 。
1912 270.0 23.7 2.5 0.3 。。。34.5 16.5 5.7 134.9 。37.4 3.7 。
1913 541.1 22.9 30.8 3.3 2.3 1.6 15.5 39.9 9.9 36.6 280.5 。38.2 19.3 。
1914 682.9 35.3 39.0 2.7 3.9 0.3 1.3 25.4 4.6 15.7 430.3 。78.1 9.1 0.3 
1915 848.5 27.1 22.8 7.6 2.5 14.0 。42.7 39.1 40.1 475.9 0.4 113.4 11. 3 8.2 
1916 1，128.9 28.6 17.2 2.0 8.8 。0.2 61.6 30.6 84.8 541.1 。153.0 91.3 37.2 
1917 413目2 9目389目445.6 13目4 16.3 12.2 13.3 174.4 28.8 。 2.1 。。。
1918 360.0 27.9 25.3 42.5 10.2 12.0 3.8 4.5 210.0 1.1 。。。。。
1919 1.063.9 25.1 57.4 26.6 2.0 2.1 。30.2 259.7 636.7 。 7.9 。。。
1920 115.2 13.4 6.3 。3.1 。。5.8 。.6 7.5 5ハυ.5 1.7 6.6 11. 0 0.1 
1921 1，063.9 41. 7 59.2 15.2 13.8 7.3 35.3 50.0 143.1 39.1 528.0 3.2 70.5 27.9 0.8 

1922 1，942.1 26.4 111.6 15.4 14.2 92.7 1.2 69.5 207.3 316.4 555.7 163.4 112.4 69.8 61.9 

1923 2，244目7 15目6106目。 11. 5 18目。 100.9 17.7 63.9 283.0 745.0 230.4 131.3 154.7 151. 8 105.4 
1924 1.319.4 8.5 44.3 1.7 7.4 0.3 0.7 59.2 123.5 274.0 373.2 1.7 168.9 109.0 95.9 

1925 1，263.9 16.0 117.4 5.7 8.9 17.6 16.0 85.0 73.6 292.9 253.2 15.3 109.0 51.5 32.7 

1926 214.5 4.7 3.4 4.7 4.2 3.7 1.01 0 3.6 3.7 。26.2 。。。
1927 202.3 9.2 27.1 10.2 5.2 32.3 7.3 3.3 49.8 4.4 。33.9 。。。
1928 619目9 8目389目。21.0 8目7109.7 2.9 6.4 138.8 68.4 。110.1 。。。
1929 387.6 4.8 67.2 16.4 7.4 39.2 0.61 0 76.1 37.1 。46.7 。。。
1930 198.5 3.5 42.7 13.1 6.3 6.8 3.7 3.9 50.4 19.7 。22.5 。。 0.1 
1931 322.9 8.0 32.0 12.1 9.1 33.2 0.2 1.4 58.9 119.1 。11. 3 。。。
1932 150.6 4.0 15.8 10.0 7.6 0.9 2.7 0.1 28.4 49.4 。14.8 。。。
1933 785.6 。142.6 30.8 25.9 43.8 71.3 14.6 256.3 61.4 。87.0 。。。
1934 418.0 。51.8 9.9 10.0 23.1 33.6 10.5 99.0 7.4 。134.9 。。。
1935 353.4 。70.6 15.7 11. 7 14.8 1.1 1.2 52.0 2.8 。88.4 。。。
1936 701.5 。118.4 16.9 26.2 7.9 2.5 10.7 131.4 93.0 。221.2 。。。
1937 847.0 。97.8 3.3 24.2 6.3 3.5 6.4 117.5 219.8 。289.1 。。。
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い
た
。
こ
れ
に
封
し
て

一
九
一

o
l三
七
年
に
お
け
る
中
園
圏
内
の
米
穀
の
出
回
り
量
は
、
海
開
統
計
に
表
れ
た
も
の
だ
け
を
見
て
も
、
少

な
い
年
で
さ
え
も
一
八

O
寓
捨
、
逆
に
最
も
多
い
年
に
は
一
、
二

O
O寓
捨
に
も
達
し
て
い
た
。
な
お
、
そ
の
移
出
地
と
し
て
は
、
安
徽
省
蕪

湖
が
匪
倒
的
に
主
要
な
地
位
を
占
め
、
こ
れ
に
江
西
省
九
江
、
湖
北
省
漢
口
、
湖
南
省
長
沙
・
岳
州
(
岳
陽
)
、
上
海
な
ど
が
績
い
て
お
り
、

ほ
ぼ
長
江
の
中
流
域
に
集
中
し
て
い
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、
中
国
海
闘
貿
易
統
計
か
ら
見
る
と
、
米
穀
の
移
出
に
お
け
る
江
蘇
省
の
占
め

る
位
置
は
低
い
。

一
方
、
表
6
を
見
る
と
、

一
九
一

0
1
三
七
年
に
お
け
る
米
穀
の
移
入
地
は
、
全
圃
各
地
に
並
日
く
債
が
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
る
が
、

移
入
量
は
慶
州
・
出
頭
・
扶
北
・
三
水
な
ど
の
康
東
省
沿
海
部
地
域
が
匪
倒
的
に
多
く
、
こ
れ
に
上
海
、
天
津
、
湖
江
省
寧
波
、

幅
建
省
一
拍

州
・
慶
円
、
東
北
の
大
連
な
ど
が
績
き
、
中
園
東
部
の
沿
海
部
地
域
に
や
や
集
中
し
て
い
た
。
な
お
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
上
海
が
必
ず
し

も
主
要
な
産
米
地
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
穀
の
主
要
な
移
出
地
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
米
穀
の
主
要
な
移
入
地
と
な
っ

て
い
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

次
に
、
長
江
下
流
域
に
お
け
る
米
の
流
通
事
情
を
主
要
な
米
市
に
注
目
し
な
が
ら
見
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
米
の
最
大
の
消
費
地
・
集
散
地
だ
っ
た
上
海
の
拭
況
を
見
て
み
る
と
、
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
の
中
で
は
白
梗
米
の
販
責
量
が
最
大
で
、
そ

の
生
産
地
は
常
熟
・
無
錫
・
常
州
・
宜
興
・
昆
山
・
江
陰
・
蘇
州
・
呉
江
の
八
牒
で
、
常
熟
米
が
最
も
良
質
で
高
債
で
、
無
錫
米
が
こ
れ
に
次

い
だ
。
他
方
、
イ
ン
デ
イ
カ
種
の
中
で
は
社
子
制
(
杜
尖
)
の
販
責
量
が
非
常
に
多
く
、
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
米
よ
り
も
安
債
だ
っ
た
の
で
、
中
下

層
民
に
歓
迎
さ
れ
、
宜
興
・
毘
山
・
呉
江
・
松
江
な
ど
の
諸
燃
が
生
産
地
と
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
江
蘇
省
外
の
主
に
安
徽
省
か
ら
、
次
い
で

江
西
・
湖
北
・
湖
南
か
ら
移
入
さ
れ
た
イ
ン
デ
イ
カ
種
米
は
、
客
柏
と
呼
ば
れ
、
江
蘇
省
産
の
米
に
比
べ
る
と
、
品
質
は
や
や
劣
っ
て
い
た
が
、

(
お
)

安
憤
だ
っ
た
。

南
京
米
市
に
出
廻
る
米
の
生
産
地
は
、
無
錫
・
呉
江
・
呉
牒
・
武
進
・
高
淳
・
句
容
・
深
水
及
び
南
京
周
遣
と
安
徽
省
宣
城
・
蕪
湖
な
ど
で
、

「
出
廻
総
数
約
二
百
高
石
の
中
九
十
高
乃
至
百
高
石
は
南
京
に
於
て
消
費
さ
れ
、
そ
の
他
は
再
輸
出
さ
れ
る
。
大
部
分
は
上
海
に
輪
迭
さ
れ
」

十

「

120 

「
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た
。
ま
た
、
鎮
江
米
市
に
お
け
る
米
の
取
扱
量
は
年
間
約
一
O
O
寓
石
で
、
安
徽
省
か
ら
の
米
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
江
北
各
地
産
の
米
穀

の
大
部
分
は
賓
庭
、
興
化
、
高
郵
、
泰
興
、
阜
寧
、
盟
城
、
東
章
、
諸
牒
よ
り
漕
河
を
経
或
ひ
は
直
接
部
伯
に
出
廻
る
(
部
伯
は
江
北
に
於
け
る

米
市
で
あ
っ
て
、

一
懸
こ
こ
に
出
廻
り
、
更
に
鎖
江
に
輸
送
さ
れ
る
)
」
の
で
あ
り
、
仕
向
地
は
上
海
が
最
も
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
無
錫
へ
の
米
の

出
廻
り
量
は
年
間
約
四

0
0高
石
で
、
そ
の
出
廻
り
先
は
安
徽
省
が
四
二
八
%
、
無
錫
を
含
む
蘇
南
各
牒
が
四
九
・
三
%
、
蘇
北
各
牒
が
二
・

一
方
、
仕
向
地
は
上
海
が
最
も
多
く
、
年
間
約
三
八

0
1
三
九
O
高
石
を
再
移
出
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
上
海
へ
(
出
)

流
入
す
る
米
の
総
量
は
年
間
約
六
O
O
l
七
O
O
高
石
で
、
移
入
先
は
安
徽
省
・
蘇
南
・
外
国
が
主
で
、
蘇
北
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

九
%
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、

な
お
、
一
枇
合
経
済
調
査
所
に
よ
れ
ば
、
鎮
江
米
市
に
流
入
す
る
約
二
O
O
高
石
の
米
の
う
ち
、
安
徽
省
か
ら
来
る
米
(
上
河
稲
)
が
六
一
・
四
%
、

ま
た
、
江
都
・
高
郵
・
賓
雁
・
束
蓋
・
六
合
・
興
化
な
ど
の
諸
鯨
か
ら
来
る
米
(
下
河
稲
)
が
一
二
二
二
二
%
で
、
「
何
れ
も
柚
米
(
俗
に
い
ふ
南
京

(
お
)

米
)
が
大
多
数
」
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
江
南
に
お
け
る
主
要
な
米
市
の
一
つ
で
あ
る
鎮
江
に
は
主
に
安
撒
省
か
ら
米
が
移
入
さ
れ
、
こ
れ
に

蘇
北
か
ら
の
米
を
加
え
る
と
、
約
八
五
%
に
達
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
イ
ン
デ
ィ
カ
種
米
だ
っ
た
。

無
錫
や
蘇
州
で
は
、
食
用
米
を
自
給
で
き
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
量
の
米
を
他
牒
か
ら
移
入
し
て
上
海
に
移
出
し
て
い
た
。
ま
た
、

武
進
牒
や
丹
陽
牒
で
は
、
ジ
ヤ
ポ
ニ
カ
種
米
を
食
す
る
経
済
力
の
な
い
農
民
が
低
廉
な
イ
ン
デ
イ
カ
種
米
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
移
入
し
て

食
用
と
し
て
お
り
、
そ
の
移
入
量
は
ジ
ヤ
ポ
ニ
カ
種
米
の
移
出
量
の
数
倍
に
も
達
し
て
い
た
と
さ
れ
、
生
産
さ
れ
た
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
米
の
二
一

(
日
)

O
%
以
上
が
移
出
さ
れ
、
自
家
消
費
用
は
七
O
%
に
も
満
た
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
宜
興
の
梗
米
は
、
質
が
よ
く
値
が
高
い
の
で
、

般
平

民
は
享
受
で
き
な
い
か
ら
、
鮮
船
に
の
せ
て
無
錫
へ
持
っ
て
来
、
そ
の
空
船
を
利
用
し
て
柚
米
を
運
搬
し
て
跨
る
の
で
あ
る
。
金
壇
は
精
米
を

(
貯
)

多
く
産
す
る
。
精
米
は
移
出
さ
れ
る
が
、
柏
米
は
不
足
に
な
る
o
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
「
丹
陽
、
金
壇
ノ
各
牒
ハ
多
ク
嬬
米
ヲ
産

シ
」
、
「
金
壇
産
米
ノ
品
質
ハ
精
優
ル
モ
産
量
僅
少
ニ
シ
テ
、
販
路
ハ
丹
陽
ノ
如
ク
慶
大
ナ
ラ
ズ
」
、

し
か
も
、
丹
陽
か
ら
移
出
さ
れ
た
「
精
米

735 

ハ
紹
興
ニ
運
舘
シ
酒
類
醸
造
ニ
使
用
ス
。
毎
年
四
O
寓
元
ヲ
下
ラ
ズ
。
他
地
方
ヨ
リ
運
入
ス
ル
モ
ノ
ハ
則
チ
白
米
ナ
リ
、
該
牒
ノ
白
米
需
要
ハ

(

白

川

)

甚
ダ
多
」
か
っ
た
。
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以
上
か
ら
、
武
道
・
丹
陽
・
宜
興
な
ど
の
蘇
南
各
牒
で
は
モ
チ
米
や
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
米
が
首
初
か
ら
販
責
目
的
で
栽
培
さ
れ
、
と
り
わ
け
貧

し
い
農
家
は
自
家
作
の
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
米
を
全
て
販
責
し
、
食
用
米
と
し
て
は
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
米
よ
り
も
安
慣
な
イ
ン
デ
イ
カ
種
米
を
購
入
し

て
い
た
が
、

モ
チ
米
や
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
米
は
無
錫
に
集
め
ら
れ
、
逆
に
無
錫
か
ら
イ
ン
デ
イ
カ
種
米
を
購
入
し
て
消
費
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。で
は
、
蘇
北
の
状
況
は
ど
う
だ
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
、
蘇
北
に
お
け
る
主
要
な
産
米
地
だ
っ
た
裏
下
河
地
匝
各
際
に
お
け
る
米
の
流
通

事
情
に
つ
い
て
以
下
に
見
て
お
こ
う
。

盟
城
牒
で
は
、
平
年
作
の
場
合
、
生
産
さ
れ
た
五

O
O
l
六
O
O高
石
の
米
の
う
ち
、
牒
内
の
消
費
分
を
除
い
て
二

O
O
l
三
O
O高
石
を

残
す
こ
と
が
で
き
、
農
民
は
秋
の
牧
穫
が
終
わ
る
と
、
舟
で
米
を
菱
堰
や
泰
撞
(
泰
興
市
)
な
ど
に
運
ん
で
販
責
し
た
。
下
河
の
七
つ
の
州
際

は
「
産
米
最
旺
之
匝
」
と
稽
さ
れ
て
い
た
が
、

し
ば
し
ば
豊
作
に
よ
っ
て
米
慣
が
下
落
し
た
。
近
代
以
降
の
経
過
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
同

治
年
間
初
め
に
盟
城
牒
で
海
禁
が
解
か
れ
、
年
間
数
十
高
石
も
の
米
が
移
出
さ
れ
、

日
清
戦
争
の
頃
に
は
蘇
北
の
最
北
端
の
徐
州
や
海
州
が
頻

り
に
不
作
に
見
舞
わ
れ
、
米
慣
が
高
騰
し
た
。
盟
城
牒
の
米
は
、
南
は
江
都
牒
部
伯
・
仙
女
廟
(
江
都
鎮
)
・
美
堰
や
海
安
牒
海
安
・
由
塘
な
ど

に
、
北
は
東
吹
(
漬
海
市
)
・
羊
塞
・
北
沙
・
響
水
口
な
ど
に
韓
宣
さ
れ
た
。
民
国
時
期
に
は
米
市
が
移
轄
し
て
米
業
が
不
振
と
な
っ
た
が
、
第

一
次
世
界
大
戦
が
勃
護
す
る
と
、
特
に
米
慣
が
高
騰
し
、
牒
内
は
連
年
豊
作
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
一
時
は
農
村
が
繁
柴
に
向
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
凶
作
に
見
舞
わ
れ
、

舞
わ
れ
て
穀
物
慣
格
が
再
度
高
騰
し
、

一
九
三
二
年
秋
に
は
穀
物
債
格
が
暴
落
し
た
が
、

(
日
)

一
九
三
五
年
に
は
下
河
で
大
豊
作
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
盟
城
牒
で
は
、
米
の
生
産
量
と
販
貰
慣

一
九
三
四
年
に
は
江
斯
一
帯
が
干
害
に
見

格
が
非
常
に
激
し
く
費
動
し
て
い
た
。

(ω) 

瞳
城
際
南
部
地
域
の
米
は
泰
牒
・
菱
堰
・
海
安
に
販
責
さ
れ
、
西
北
部
地
域
の
米
は
そ
の
多
く
が
准
安
に
販
買
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
江
北
の

米
碕
頭
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
海
安
に
裏
下
河
地
直
か
ら
集
め
ら
れ
て
き
た
米
は
、
主
要
な
棉
産
地
で
米
不
足
が
常
態
と
な
っ
て
い
た
蘇
北
最
南

(
日
)

端
の
如
皐
・
南
通
・
海
門
・
啓
東
な
ど
の
諸
膝
へ
運
ば
れ
た
。
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園1 蘇北裏下河地匡からの米流動
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以
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
蘇
北
に
お
け
る
米
の
主
要
な
流
れ
を
ま
と
め
た
の
が
園
ー
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
長
江
中
下
流
域
の
安
徽
・
江
西
・
湖
北
・
湖
南
の
諸
省
と
蘇
北
の
裏
下
河
地
匡
で
生
産
さ
れ
た
イ
ン
デ
イ
カ
種
米
は
、
蘇
南
で

生
産
さ
れ
た
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
米
に
比
べ
て
品
質
は
劣
る
も
の
の
、
安
債
だ
っ
た
た
め
、
南
通
牒
な
ど
の
蘇
北
最
南
端
の
長
江
沿
岸
地
域
に
大
量

に
販
買
さ
れ
、
さ
ら
に
、
主
に
鎮
江
米
市
を
通
じ
て
蘇
南
に
も
相
官
量
が
販
宣
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

( 

ー
¥、J

J
i
ャー'
恥干

肥

一一

O
世
紀
前
中
十
の
華
中
で
は
、
肥
料
と
し
て
は
化
撃
肥
料
よ
り
も
依
然
と
し
て
豆
餅
(
大
豆
粕
)
、
棉
子
餅
、
花
生
餅
、
菜
子
餅
な
ど
が
多
く

用
い
ら
れ
た
が
、
大
豆
粕
が
最
も
多
く
用
い
ら
れ
た
。

足
立
啓
二
は
、
肥
料
や
飼
料
と
し
て
の
大
豆
粕
が
清
代
中
期
ま
で
に
「
東
北
地
方
・
山
東
省
・
河
南
省
・
江
蘇
安
徽
雨
省
北
部
方
面
」
か
ら

上
海
に
大
量
に
移
出
さ
れ
、
長
江
下
流
域
で
の
大
豆
粕
を
使
用
し
た
商
業
的
農
業
を
護
展
さ
せ
た
が
、

一
八
六

0
1七
0
年
代
に
は
、
大
豆
粕

債
格
の
上
昇
、
農
産
物
債
格
の
下
落
、
労
賃
の
上
昇
に
よ
っ
て
「
雇
傭
勢
働
か
ら
自
家
持
働
へ
の
引
き
も
ど
し
、
金
肥
か
ら
自
給
肥
料
へ
の
引

(
m
u
)
 

き
も
ど
し
」
が
起
こ
り
、
商
業
的
農
業
が
後
退
し
た
と
し
て
い
る
。
で
は
、
二

O
世
紀
前
半
の
華
中
に
お
け
る
肥
料
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

た
の
だ
ろ
、
っ
か
。

ま
ず
、
大
豆
粕
の
流
通
に
つ
い
て
、
中
国
海
閥
貿
易
統
計
を
利
用
し
な
が
ら
概
観
し
て
お
き
た
い
。

表

7
を
見
る
と
、
大
豆
粕
の
輸
出
量
は
、

一
九
一

o
l
コ
二
年
に
は
園
内
出
廻
量
を
も
含
め
た
全
移
輸
出
量
の
六
l
七
割
を
占
め
、
ま
た
、

一
九

O
八
年
以
降
に
急
増
し
、

一
九

O
九
年
か
ら
は
一
、

0
0
0高
捨
を
超
え
、

去、ム
J

に、

一
九
一
九
年
か
ら
は
二
、

0
0
0寓
捨
を
超
え
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
た
が
、

一
九
三
二
年
の
満
州
事
愛
と
一
九
三
二
年
の
満
州
園
の
成
立
を
受
け
て
一
九
三
二
年
以
降
激
減
し
、

九

年

か
ら
は
ほ
ぼ
途
絶
し
て
い
る
。
統
計
上
は
、
大
豆
粕
の
日
本
へ
の
輸
出
が
一
九
三
三
年
か
ら
ほ
ぼ
途
絶
し
て
い
る
が
、
大
連
を
中
心
と
す
る
午

荘
・
安
東
・
綬
芽
河
・
恰
爾
漬
な
ど
の
東
北
各
地
か
ら
移
輸
出
さ
れ
て
い
た
大
豆
粕
の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
が
日
本
に
向
け
て
販
責
さ
れ
て
い
た
。
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表 7 豆餅の移輸出量(草枕:寓捨， 1934年から高公捨)

十

年度
輸出量 主要輸出図先 移輸出量 主要移輸出地

合計 日本 合計 大連 午荘 安東 緩芥河 日台爾i貴 燈蚕 漢口 鎮江

1902 389.2 

1903 310.3 

1904 115.0 

1905 289.7 

1908 783.0 

1909 1，008.8 

1910 736.4 711.1 1，l72.8 394.5 475.2 18.0 17.4 0.9 46.8 190.1 14.9 

1911 1，037.8 1町007.9 1，524.9 685.2 558.3 49.7 23.1 0.9 53.1 133.6 0.3 

1912 816.2 779.7 1，335.5 563.2 395.4 60.1 20.6 1.1 37.1 211. 6 14.1 

1913 1.181. 8 1，142.4 1‘694.9 845.9 422.8 54.4 23.8 0.6 32.9 231.5 50.0 

1914 1.076.9 1，030.5 1，477.9 801.2 318.6 41.3 。 1.0 27.1 190.6 32.5 
1915 1，159.3 1，033.8 1，869.6 1，003.6 408.6 75.3 。 6.7 29.0 223.2 4.9 
1916 1，163.6 1，037.5 1，731. 0 1， 002. 5 291.1 73.9 。 1.7 8.4 225.0 5.1 
1917 1，551目2 1，347.3 2‘047.9 1，301.7 226.6 169.7 173.6 0.3 18.4 137.5 2.1 

1918 1.636.6 1，515.0 1‘981.1 1，466.3 175.8 145.5 53.6 。3.1 118.8 3.5 
1919 2.072 .4 1，962.2 2，428.2 1，5942 331.0 185.8 49.8 0.2 21.3 181.8 8.6 

1920 1，899.8 1，814.1 2，391.0 1，6856 280.5 180.2 。 12.2 8.9 156.5 12.5 
1921 2，228.1 2，028.6 2，637.2 1， 767.4 329.0 216.8 。153.5 15.8 101.1 16.6 
1922 2，159.0 1町836.1 2，785.1 1，828.5 350.0 220.2 。262.7 12.0 92.5 0.4 
1923 2，478目5 2，008.4 3‘089.6 1，925.8 386.4 264.6 。402.8 9.8 68.2 11.2 
1924 2，257.7 1，965.8 2，889.1 2.044.4 263.3 186.6 。211.6 5.9 160.0 4.3 
1925 2，066.1 1，689.0 2，671.5 1. 836.9 316.1 174.6 。277.7 2.3 59.4 1.6 
1926 2，605.4 1，785.1 3，260.6 1，992.6 261.8 266.0 。655.8 7.5 70.6 0.5 
1927 2，434.9 1町468.1 3，264.2 1，889.6 268.2 333.5 。753.5 0.4 13.8 。
1928 2，135目I 1，187.0 2‘688.2 1，410.9 301.8 246.0 。710.3 2.3 13.1 。
1929 1，871.5 1，105.0 2‘258.2 1，221.8 309.8 237.0 。479.1 3.0 4.8 。
1930 1. 959.6 997.1 2，437.8 1. 2l7.4 197.4 228.4 。789.0 。 3.7 。
1931 2，323.1 1，239.9 3，082.8 1，426.7 486.0 266.2 。868.6 。31.8 。
1932 1，083.5 754.8 316.2 167.3 93.2 49.8 。。。 2.9 。
1933 6.2 。 112.0 。。。。。3.3 55.4 。
1934 2.3 。 205.2 。。。。。。130.8 。
1935 0.4 。 207.5 。。。。。0.8 119.2 0.1 
1936 21.3 19.6 150.9 。。。。。。101.5 。
1937 1.7 0.1 132.5 。。。。。。84.9 。
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典擦) 表5に同じ。ただし移輸出景合計は， 1932年から移出景のみの合計となっている。ま

た，輸出相子園の日本には室i雪が含まれている。
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豆餅の移入量(草枕.寓捨， 1934年から寓公権)

年度
移入量 主要移入地

合計 市首州 度門 iU1頭 底州 上海 杭州

1914 392，7 2，9 87，6 264.8 22.5 O 15.8 

1915 671.0 11.6 131.2 341. 7 20.3 103.4 53.9 

1916 558.3 10.4 97.9 331.0 15.1 33.8 41. 7 

1917 486.5 7.9 68.7 286.3 13.4 45.0 47.2 

1918 331.7 8.2 37.7 193.2 3.8 17.1 32.4 

1919 356.9 9.5 79.1 254.6 11.5 O 3.2 

1920 473.0 6.1 99.5 287.8 17.6 32.1 2.0 

1921 407.7 7.1 94.1 297.4 18.2 O 0.2 

1922 601. 7 3.0 155.2 334.5 29.9 55.5 2.4 

1923 595.2 6.7 158.6 322.7 45.7 21.2 1.4 

1924 552.5 5.6 100.3 350.5 33.6 37.4 0.5 

1925 515.1 4.5 76.6 283.4 25.6 85.7 2.4 

1926 568.3 13.6 105.2 314.5 33.4 74.0 1.5 

1927 677.0 7.2 115.0 330.9 38.1 137.2 3.6 

1928 481.9 10.3 84.3 263.2 30.4 62.0 0.5 

1929 278.8 6.6 49.0 160.7 16.3 32.3 1.0 

1930 383.0 11.7 57.7 239.9 12.7 35.3 0.8 

1931 621.7 11.4 102.0 371.0 41.0 47.1 O 

1932 663.5 5.8 97.0 339.1 67.8 99.0 。
1933 494.1 34.3 70.6 260.2 24.5 24.4 。
1934 350.1 4.5 32.7 210.3 13.0 19.8 O 

1935 353.3 2.3 28.4 203.1 28.6 10.7 。
1936 227.8 2.7 23.3 138.9 4.4 10.3 。
1937 218.3 4.7 17.7 144.0 15.6 2.4 O 

な
お
、
東
北
以
外
の
大
豆
粕
の
仕
出
し
地
と

し
て
は
長
江
中
流
域
に
位
置
す
る
漢
口
が
注

目
さ
れ
る
が
、

一
九
三
四
年
以
降
は
東
北
か

表8大
豆
粕
の
移
入
は
唐
東
省
沿
海
部
地
域
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ら
の
大
豆
粕
の
移
出
が
ほ
ぼ
途
絶
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
漢
口
が
相
封
的
に
大
豆
粕
の
主
要

な
仕
出
し
地
と
な
っ
た
。

一
方
、
表
8
を
見
る
と
、
大
豆
粕
の
園
内

出
廻
り
量
は
、

一
九
一
四
l
二
二
年
に
は
輪

典嫁) 表5に同じ。

出
量
を
も
含
め
た
全
瞳
の
中
で
三
割
弱
l
四

割
弱
を
占
め
、

一
九
一
四
l
一
一
一
七
年
に
お
け

る
大
豆
粕
の
移
入
量
は
油
頭
が
堅
倒
的
に
多

く
、
こ
れ
に
慶
門
・
唐
州
・
上
海
・
幅
州
・

杭
州
な
ど
が
次
い
で
い
た
が
、
杭
州
へ
の
移

入
は
一
九
一
九
年
以
降
ほ
ぼ
途
絶
し
て
お
り
、

以
上
、
大
豆
粕
に
つ
い
て
は
、
長
江
中
流
域
の
漢
口
が
移
出
地
と
し
て
や
や
注
目
し
う
る
も
の
の
、
主
要
な
移
出
地
は
大
連
を
中
心
と
す
る

東
北
各
地
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
多
く
は
日
本
に
向
け
て
輸
出
さ
れ
て
お
り
、

一
方
、
中
国
圏
内
で
は
油
頭
を
中
心
と
す
る
康
東
省
が
主
要
な

移
入
地
と
な
っ
て
お
り
、
上
海
な
ど
の
華
中
へ
の
移
入
量
は
わ
ず
か
だ
っ
た
。

次
に
、
中
国
海
閥
貿
易
統
計
以
外
の
資
料
を
利
用
し
て
上
海
市
と
江
蘇
省
各
地
に
お
け
る
大
豆
粕
の
流
通
事
情
を
見
て
お
き
た
い
。
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ま
ず
、
蘇
南
を
見
て
み
る
と
、
全
瞳
の
数
量
は
不
明
だ
が
、
嘉
定
牒
で
は
、

三
O
O
片
(
一
、
八
八
八
一
万
)
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
宜
興
牒
和
橋
鎮
で
販
宣
さ
れ
た
大
豆
粕
に
は
、
六
合
豚
産
の
六
合
餅
(
一
片
H

二
四
斤
)
、
主

一
九
三
四
年
に
合
作
一
吐
を
通
じ
て
購
入
さ
れ
た
大
豆
粕
は
一
、

に
蘇
南
の
宜
興
牒
・
常
州
・
無
錫
牒
で
生
産
さ
れ
、
鎮
江
・
丹
陽
・
揚
中
や
蘇
北
の
阜
寧
・
江
都
・
六
合
な
ど
の
諸
牒
で
も
生
産
さ
れ
た
九
斤

王
(
一
片
日
九
斤
な
い
し
八
斤
一
二
雨
)
、
大
連
産
で
上
海
経
由
の
海
餅
(
一
片
日
四
八
斤
)
の
三
種
類
あ
り
、
九
斤
王
が
約
五
五
%
、
六
合
餅
が
三

た七
と l
い二
う八
か%
ら64を
、)占

め
て
お
り

一
九
二
九
年
に
約
一
、
三

O
O寓
斤
だ
っ
た
大
豆
粕
の
販
責
量
は
、

一
九
三
二
年
に
九

O
O徐
高
斤
に
減
少
し

一九一一

o
l三
0
年
代
に
も
大
量
の
大
豆
粕
が
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
大
豆
粕
の
仕
出
地
は
蘇
北
が
中
心
で
、
東
北

キ」
m

コPJF
、z-
っ
こ
o

p
t
J
イ
」

9
，
刀
ふ
/
て
ふ
/

他
方
、
蘇
北
に
お
け
る
肥
料
の
状
況
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
『
績
修
盟
城
牒
志
』
(
一
九
三
六
年
)
に
よ
れ
ば
、
盟
城
牒
の
肥
料
の
中
心
は

糞
で
、
大
豆
粕
の
使
用
は
稀
で
あ
り
、
ま
た
、
農
民
は
農
閑
期
に
舟
に
自
ら
が
生
産
し
た
米
穀
を
積
み
、
北
は
准
陰
・
阜
寧
か
ら
南
は
長
江
を

(
む
)

越
え
て
江
南
ま
で
責
り
に
行
き
、
糞
を
買
っ
て
踊
っ
て
来
た
と
さ
れ
て
お
り
、
瞳
城
牒
か
ら
南
一
連
牒
や
如
皐
牒
に
販
責
さ
れ
る
商
品
の
中
心
は

(
防
)

米
と
盟
で
、
大
豆
粕
も
南
方
に
向
け
て
販
買
さ
れ
、
江
南
で
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。

逆
に
、
蘇
北
の
農
民
が
蘇
南
の
人
糞
を
肥
料
と
し
て
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
、
蘇
南
一
吐
舎
に
と
っ
て
も
必
要
不
可
鉄
だ
っ
た
こ
と
は
、

三
四
年
夏
、
蘇
州
で
は
、
日
干
魅
で
河
川
が
枯
れ
て
、
「
糞
船
」
が
通
航
で
き
ず
、
「
糞
夫
」
の
作
業
が
困
難
に
な
り
、
街
中
に
悪
臭
が
充
満
し
、

衛
生
上
極
め
て
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
を
醸
成
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

東
吉
室
勝
で
は
、
稲
作
の
肥
料
と
し
て
用
い
た
草
木
灰
・
大
豆
粕
・
人
畜
糞
尿
・
線
肥
な
ど
の
う
ち
、
大
豆
粕
は
牒
内
産
の
も
の
以
外
に
常
に

盟
城
鯨
か
ら
購
入
し
て
い
た
が
、
債
格
を
比
べ
る
と
、
大
豆
粕
が
一
片
で
一
回

O
雨
(
約
一
立
・
二
八
灼
)
の
も
の
が
四
角
、

一
三

O
雨
(
約
四
・
九

一
切
)
の
も
の
が
三
・
八
角
だ
っ
た
の
に
釘
し
て
、
そ
の
他
は
一
捨
(
約
六
o
h
u
)

に
つ
き
、
草
木
灰
が
了
五
角
、
人
糞
が
二
角
、
豚
糞
が
一
・

(
悩
)

六
角
で
あ
り
、
大
豆
粕
は
非
常
に
高
債
だ
っ
た
。

741 

海
安
は
、
興
化
・
阜
寧
・
瞳
域
・
東
軍
・
泰
牒
・
如
皐
・
南
通
・
海
門
・
啓
東
の
九
牒
に
お
け
る
物
産
の
集
散
地
と
な
っ
て
お
り
、

九
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O
年
頃
に
は
、
阜
寧
牒
か
ら
約
七

O
高
片
、
泰
牒
か
ら
二

O
高
片
飴
り
、
東
軍
牒
と
興
化
解
か
ら
約
二

O
高
片
、
計
一
一

O
高
片
の
大
豆
粕
を

移
入
し
、
如
皐
牒
に
約
五
三
寓
片
、
南
通
時
に
約
三
五
寓
片
、
海
門
牒
に
約
一

O
寓
片
、
啓
東
町
怖
に
約
三
高
片
、
江
南
の
無
錫
・
常
熟
・
昆
山

の
三
牒
に
五
l
六
高
片
の
大
豆
粕
を
移
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
蘇
北
に
お
け
る
大
豆
粕
の
流
通
は
、
米
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
海
安
が
大

豆
粕
で
も
蘇
北
の
中
心
的
な
集
散
地
と
な
っ
て
い
た
。

豆
一
明
検
牒
士
心
」
(
一
八
八
八
年
)
に
よ
れ
ば
、
品
覇
検
牒
で
は
大
豆
が
栽
培
さ
れ
、
大
豆
か
ら
油
を
搾
り
、
商
人
が
大
豆
油
・
大
豆
粕
を
周
遺
各

(
刊
)

地
に
責
り
に
行
っ
て
利
益
を
得
て
、
往
々
に
し
て
大
金
持
ち
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
『
支
那
省
別
全
誌
』
第
一
五
巻
(
一
九
二
O
年
)
は
、

諸
機
時
歌
歌
埠
で
は
「
豆
、
高
梁
、
小
委
等
の
産
出
多
き
も
、
米
を
産
す
る
こ
と
極
め
て
小
量
な
り
、
油
坊
比
較
的
多
く
豆
油
及
び
豆
餅
を
製

造
し
、
生
業
上
頗
る
重
き
を
な
す
」
と
報
告
し
て
い
る
。
具
睦
的
な
販
貰
先
・
販
責
量
は
不
明
だ
が
、
相
官
量
の
大
豆
粕
が
南
へ
向
か
っ
て
流

れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

一
九
三

O
年
頃
に
お
け
る
大
豆
の
生
産
量
は
、
阜
寧
牒
が
三
三
高
捨
鈴
り
、
漣
水
牒
が
六
六
高
捨
、
濯
雲
際
が
五
三
高
捨
、
興
化
際
が
約
五

高
捨
、
東
蓋
牒
が
五
寓
捨
、
泰
牒
が

一
寓
捨
で
、
漣
水
鯨
と
濯
雲
際
の
大
豆
は
そ
の
多
く
が
阜
寧
牒
に
移
出
さ
れ
て
い
た
。
搾
油
を
行
な
う

油
坊
は
阜
寧
牒
に
二

O
O軒
飴
り
、
阻
ハ
化
牒
に
約
一

O
O軒
、
東
墓
鯨
に
一
一

O
軒
絵
り
、
泰
牒
に
四
O
O軒
除
り
あ
り
、
泰
鯨
の
油
坊
は
数

(

刊

仏

)

が
多
か
っ
た
が
、
規
模
が
小
さ
く
、
大
豆
粕
の
生
産
量
は
阜
寧
牒
の
そ
れ
に
遠
く
及
ば
ず
、
抗
日
戦
争
直
前
に
は
八

O
軒
絵
り
と
な
り
、
し
か

(
刀
)

も
、
そ
の
大
豆
粕
の
多
く
は
泰
鯨
で
は
養
豚
の
飼
料
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

阜
寧
際
東
次
鎮
(
現
在
は
漬
海
豚
)
は
、
夏
作
の
中
心
が
大
豆
で
、
油
坊
(
正
坊
・
中
坊
・
小
坊
)
が
一
五
軒
あ
り
、
小
坊
を
除
く
一
一
軒
の
泊

一片
l

一
四
二
雨
)
の
大
豆
粕
(
九
斤
王
)
が
生
産
さ
れ
た
と
い
う
か
ら
、
三
ヶ
月
絵
り
で
約
六
六

坊
で
毎
日
三

O
l
四
O
搾
(
一
搾
H

一一一一片、

ー
八
八
高
片
の
大
豆
粕
が
生
産
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
毎
年
五
月
と
六
月
に
は
油
坊
の
生
産
が
完
全
に
停
止
し
た
も
の
の
、

一
五
軒
の
油
坊
が

年
聞
に
生
産
す
る
大
豆
粕
は
相
官
量
に
達
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
大
豆
粕
は
宮
地
で
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
ず
、
蘇
北
の
如
皐
牒
・
南

(
孔
)

通
鯨
・
泰
州
(
泰
豚
)
・
束
事
室
牒
な
ど
や
蘇
南
の
常
州
・
宜
阻
ハ
牒
・
無
錫
牒
・
江
陰
鯨
・
常
熟
牒
な
ど
に
販
宣
さ
れ
た
。
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ま
た
、
『
阜
寧
牒
志
』
(
光
緒
一
一
一
年
)
に
は
、
八
瀧
・
東
攻
・
羊
塞
・
束
溝
な
ど
か
ら
舟
で
常
州
や
無
錫
へ
大
豆
粕
が
集
中
し
て
輸
送
さ
れ

た
と
あ
り
、
あ
る
い
は
、
「
阜
寧
際
新
志
」
(
一
九
三
四
年
)
に
は
、
阜
寧
牒
に
お
け
る
大
豆
油
・
大
豆
粕
の
生
産
は
、
束
吹
が
最
も
盛
ん
で
、

八
灘
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
大
豆
粕
は
、
海
安
・
萎
堰
な
ど
に
轄
責
さ
れ
て
肥
料
に
な
っ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
『
江
都
牒
績
志
』
(
一
九
二
六
年
)

に
も
、
仙
女
鎮
一
帯
で
大
量
の
大
豆
油
や
大
豆
粕
が
生
産
さ
れ
、
大
橋
で
は
大
量
の
大
豆
粕
が
江
南
に
販
責
さ
れ
、
東
郭
郷
で
は
大
豆
・
大
豆

油
・
大
豆
粕
の
年
間
販
貰
額
が
約
八
高
雨
だ
っ
た
と
あ
り
、
『
甘
泉
牒
績
志
』
(
一
九
二
六
年
)
に
も
、
部
伯
の
近
く
の
員
武
廟
で
大
量
の
大
豆

油
や
大
豆
粕
が
販
宣
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
績
纂
山
陽
牒
志
』
(
一
九
二
一
年
)
に
よ
れ
ば
、
准
安
で
は
大
豆
の
生
産
が
盛
ん
で
、

そ
の
名
が
遠
く
ま
で
知
れ
渡
り
、
江
南
か
ら
多
く
の
商
人
が
舟
で
買
附
に
き
た
と
い
う
。

以
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
蘇
北
の
大
豆
・
大
豆
粕
の
主
な
流
れ
を
ま
と
め
た
の
が
園
2
で
あ
る
。

一
九
三
五
l
三
六
年
に
は
、
園
内
の
必
要
分
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
、
外
国
特
に
日
本
へ
大
量
の
棉
賓
粕
や
大
豆
粕
が
輸
出
さ
れ
、

O
世
紀
初
頭
か
ら
輸
入
が
始
ま
っ
た
化
亭
肥
料
は
、
大
部
分
が
肥
田
粉
と
呼
ば
れ
た
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
(
硫
安
)
で
、
そ
の
消
費
地
は
「
崩

(
泊
)

江
省
が
最
多
く
、
次
に
江
蘇
、
湖
北
の
順
」
だ
っ
た
が
、
「
南
京
、
蕪
湖
方
面
及
江
北
一
帯
に
は
未
だ
殆
ど
消
費
さ
れ
て
ゐ
な
」
か
っ
た
。
一方、

江
蘇
省
に
お
け
る
化
皐
肥
料
の
消
費
量
は
、

一
九
三
四
年
に
二
、
八
一
五
ン
、

一
九
三
六
年
に
は

一
九
三
五
年
に
一
、
九
二
七
ン
だ
っ
た
が
、

八、四一一一一一
J
に
激
増
し
た
。

一
九
三
四
年
に
は
、
呉
江
が
一
、

O
六
八
ト
ン
(
一
二
六
%
)
で
最
も
多
く
、
主
円
浦
が
二
四
九
J
、
松
江
が
二
回
二
ト
ン
、

呉
牒
が
二
二
六
ト
ン
、
山
田
市
明
が
二

O
六
ト
ン
な
ど
と
績
き
、

一
九
三
五
年
に
は
、
呉
江
が
八
一
九
J
(
四
六
%
)
で
最
も
多
く
、
山
田
市
明
が
二
二
六
ト
ン
、

呉
牒
が
一
七
二
ト
ン
な
ど
と
績
き
、

一
九
三
六
年
に
は
、
呉
江
が
二
、
四
四
七
ト
ン
(
二
九
%
)
で
最
も
多
く
、
松
江
が
九
四
七
J
、
常
州
が
八
六
七

ト
ン
、
青
浦
が
八
四
八
ト
ン
、
崇
明
が
五
七
六
ト
ン
、
呉
牒
が
四
四
八
ト
ン
な
ど
と
績
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
化
皐
肥
料
の
泊
費
量
が
一
九
三
五
年

743 

一
九
三
五
年
に
大
豆
粕
の
債
格
が
一
九
三
四
年
よ
り
も
安
く
な
り
、
化
皐
肥
料
に
代
え
て
油
粕
を
用
い
た
た
め
と
さ
れ
、

一
九
三
六
年
に
化
皐
肥
料
の
流
入
が
激
増
し
た
の
は
、
国
産
の
有
機
肥
料
が
幣
制
改
革
の
影
響
を
受
け
て
慣
格
が
高
騰
し
、
相
釘
的
に

(
m
U
)
 

化
的
学
肥
料
が
安
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
江
蘇
省
に
隣
接
す
る
漸
江
省
で
も
、
東
北
の
大
連
や
牛
荘
な
ど
か
ら
上
海
を

に
減
少
し
た
の
は
、

ま
た
、
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園2 蘇北における大豆・大豆粕の流動
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経
由
し
て
大
豆
粕
を
移
入
し
て
い
た
が
、

一
九
二

0
年
代
中
頃
に
は
饗
化
が
生
じ
て
い
た
。
例
え
ば
、
、
水
嘉
鯨
で
は
、
か
つ
て
家
畜
の
糞
を
基

肥
、
人
糞
尿
・
大
豆
粕
・
ト
ウ
ハ
ゼ
搾
淳
を
追
肥
と
し
て
用
い
て
い
た
が
、
農
地
一
畝
に
つ
き
、
大
豆
粕
が
二
元
以
上
を
必
要
と
し
た
の
に
封

し
て
、
硫
安
は
一
・
五
元
分
で
充
分
だ
っ
た
の
で
、
硫
安
を
多
く
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
温
州
で
は
一
九
二
五
年
の
大
豆
粕
の
移
入
量
は
一
九

(
お
)

二
四
年
の
三
分
の
二
に
減
少
し
た
。

な
お
、
蘇
北
の
畜
産
は
、
「
農
産
物
の
増
産
と
密
接
な
る
聞
係
を
有
」
し
、
「
自
給
肥
料
の
給
源
と
し
て
重
要
」
だ
っ
た
と
さ
れ
、
「
江
都
、

儀
徴
、
高
郵
、
賓
陸
、
興
化
は
主
と
し
て
水
田
多
く
、
水
田
多
き
い
庭
は
耕
作
用
と
し
て
水
午
の
飼
育
盛
ん
に
し
て
、
又
濯
蹴
水
路
の
便
あ
る
を

以
て
自
然
其
の
方
面
に
は
、
鶏
、
鷲
、
鷲
の
飼
育
も
従
っ
て
盛
ん
で
片
一
方
、
「
如
皐
、
泰
牒
、
東
重
、
瞳
城
の
線
に
は
畑
作
多
く
」
、
「
豚
の

(

u

m

)

7
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飼
育
盛
ん
に
し
て
黄
牛
又
多
」
く
、
ま
た
、
上
海
市
の
「
鶏
鴨
及
野
禽
ハ
大
部
分
江
地
ノ
如
皐
、
泰
州
、
楊
州
、
靖
江
、
准
安
等
ヨ
リ
移
入
サ

(
問
)

レ
」
て
い
た
。

以
上
か
ら
、
蘇
北
で
は
、
大
量
の
大
豆
が
生
産
さ
れ
、
大
豆
粕
も
多
く
生
産
さ
れ
た
が
、
大
豆
粕
を
肥
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
肥
料
と
し
て
は
主
に
人
糞
が
用
い
ら
れ
、
人
糞
は
江
南
か
ら
も
多
く
購
入
さ
れ
た
。
こ
れ
に
封
し
て
、
江
南
で
は
、
肥
料
と
し
て
大

豆
粕
が
多
く
用
い
ら
れ
、
東
北
の
菅
口
や
大
連
か
ら
上
海
を
経
由
し
て
購
入
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
蘇
北
か
ら
も
流
入
し
て
い
た
が
、

や
が
て

大
豆
粕
に
代
わ
っ
て
硫
安
な
ど
の
化
撃
肥
料
も
普
及
し
始
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
蘇
北
で
は
、
肥
料
と
し
て
畜
産
か
ら
家
畜
の

糞
を
採
取
す
る
と
と
も
に
、
詞
育
し
た
牛
・
豚
・
家
禽
類
の
ほ
と
ん
ど
を
上
海
に
向
け
て
販
貰
し
て
お
り
、
一
方
、
上
海
に
出
廻
る
午
・
豚
・

家
禽
類
の
多
く
が
蘇
北
か
ら
移
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
貼
か
ら
も
蘇
北
と
蘇
南
の
結
び
附
き
の
強
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

お

わ

り

745 

蘇
北
と
蘇
南
の
農
村
一
紅
舎
は
、
後
進
地
域
と
先
進
地
域
と
し
て
並
存
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
構
造
的
な
闘
連
性
の
中
で
相
互
に
規
定
し
合

い
な
が
ら
各
々
の
経
済
的
な
位
置
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
、
近
代
に
お
け
る
蘇
北
と
蘇
南
の
農
村
経
済
は
、
表
裏
一
躍
の
も
の
と
し
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て
連
動
し
て
展
開
す
る
面
が
よ
り
一
層
多
く
な
り
、
蘇
南
農
業
の
再
生
産
は
、
蘇
北
か
ら
の
食
用
米
と
し
て
の
イ
ン
デ
イ
カ
種
米
や
肥
料
と
し

て
の
大
豆
粕
な
ど
の
流
入
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
成
り
立
っ
て
い
た
面
が
多
か
っ
た
。

ま
ず
、
米
に
つ
い
て
言
え
ば
、
裏
下
河
地
匿
で
蘇
南
向
け
の
イ
ン
デ
イ
カ
種
米
が
生
産
さ
れ
、
蘇
南
で
は
そ
の
安
債
な
イ
ン
デ
イ
カ
種
米
を

購
入
・
消
費
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ
ヤ
ポ
ニ
カ
種
米
を
商
品
と
し
て
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
蘇
南
に
お
け
る
ジ
ヤ

ポ
ニ
カ
種
米
の
生
産
と
そ
の
販
責
は
、
安
徽
省
や
蘇
北
か
ら
の
大
量
で
安
債
な
イ
ン
デ
イ
カ
種
米
の
供
給
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
り
立
っ
て
い

た
の
で
あ
り
、
逆
に
、
蘇
北
に
お
け
る
イ
ン
デ
イ
カ
種
米
の
生
産
と
そ
の
販
責
は
、
蘇
南
に
お
け
る
大
量
で
安
定
的
な
イ
ン
デ
イ
カ
種
米
に
封

す
る
需
要
が
あ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
。

ま
た
、
肥
料
に
つ
い
て
言
え
ば
、
蘇
北
か
ら
蘇
南
へ
の
大
豆
粕
の
流
入
と
蘇
南
か
ら
蘇
北
へ
の
人
糞
の
流
入
と
が
あ
っ
て
、
雨
地
域
の
農
耕

が
相
互
に
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
九
三

0
年
代
に
東
北
や
華
北
か
ら
の
大
豆
粕
の
流
入
が
途
絶
し
た
こ
と
は
、
蘇
南
農
村

経
済
の
蘇
北
農
村
経
済
に
封
す
る
依
存
度
を
よ
り
一
層
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
農
村
経
済
構
造
の
中
で
、
蘇
北
農
村
一
吐
合
同
も
停
滞
し
た
ま
ま
で
は
な
く
、
地
域
差
を
生
じ
つ
つ
も
一
定
程
度
の
護

展
・
饗
化
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
近
代
に
裏
下
河
地
匝
は
徐
々
に
安
定
的
か
つ
大
量
の
イ
ン
デ
イ
カ
種
米
を
生
産
で
き
る
主
要
な
産

米
地
と
し
て
護
展

L
始
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
一
方
で
は
海
安
を
通
じ
て
南
通
・
海
門
・
啓
東
な
ど
の
諸
牒
に
、
ま
た
他
方
で
は
蘇
南
の

西
部
地
域
の
南
京
・
鎮
江
な
ど
の
米
市
に
供
給
し
て
い
た
。

さ
て
、
江
蘇
省
で
生
産
さ
れ
た
米
は
、
農
家
が
自
家
消
費
し
た
絵
剰
米
を
販
買
す
る
の
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
生
産
し
た
米
は
全
て
販
責

さ
れ
た
。
例
え
ば
、
蘇
南
の
農
民
は
、
主
に
ジ
ヤ
ボ
ニ
カ
種
ウ
ル
チ
米
を
生
産
し
て
そ
の
全
て
を
販
責
し
、
安
徽
省
や
蘇
北
の
裏
下
河
地
匡
で

生
産
さ
れ
た
安
債
な
イ
ン
デ
イ
カ
種
ウ
ル
チ
米
を
自
家
消
費
用
と
し
て
購
入
し
た
。
他
方
、
主
に
イ
ン
デ
イ
カ
種
ウ
ル
チ
米
を
生
産
・
販
責
す

る
裏
下
河
地
匝
の
農
民
は
奏
類
や
雑
穀
類
を
常
食
と
し
て
い
た
。
だ
が
、
蘇
北
と
蘇
南
に
お
け
る
農
村
経
済
の
関
係
は
、
豊
か
な
先
進
地
域
と

貧
し
い
後
進
地
域
と
し
て
並
存
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
構
造
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
蘇
北
か
ら
大
豆
粕
が
蘇
南
に
移
出
さ
れ

十
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て
肥
料
と
な
っ
て
生
産
コ
ス
ト
を
か
け
な
が
ら
も
高
債
な
米
を
生
産
し
て
い
た
の
と
並
行
す
る
よ
う
に
、
蘇
南
の
人
糞
が
蘇
北
に
運
ば
れ
て
肥

料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
生
産
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
て
安
債
な
米
を
生
産
し
て
い
た
。

に
生
み
出
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
蘇
北
と
蘇
南
の
聞
に
農
業
生
産
力
に
格
差
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
の
格
差
は
農
村
経
済
が
護
展
す
る
中
で
構
造
的

747 

キ+占(
1
)
曾
済
寛
「
開
設
蘇
北
露
呈
菜
事
業
之
必
要
輿
賓
施
緋
法
」
(
『
江
蘇
合

作
』
第
一
一
一
期
、
一
九
三
七
年
四
月
一
六
日
)
。

(
2
)
こ
れ
ら
の
事
情
に
関
し
て
は
、
西
洋
治
彦
「
(
書
評
)
F
E
J

国

O
E
mゅ
の
之
む
た
刃
向
。
』
刊
誌
な
内
町

hb吉町
N守，
hNh守
2
N
u
g
v
p
s
h
b
S
N
h
b
a
N
U

N

∞旬。
1MMW
∞O
J
P
-
o
dロ
2
2
2
q
M
)
H
O凹
印
リ

H
m
w
m
v
N
H
叶
仏
ー
明
)
」
(
『
}
泣
き

に
在
り
て
』
第
二
四
競
、
一
九
九
三
年
一
一
月
)
が
言
及
し
て
お
り
、

参
考
に
な
っ
た
。

(
3
)

拙
著
『
華
中
農
村
経
済
と
近
代
化
|
|
近
代
中
園
農
村
経
済
史
像

の
再
構
築
へ
の
試
み
」
(
汲
古
書
院
、
二

O
O
四
年
)
第
二
編
第
四

章
蘇
北
土
布
業
の
二
重
性
を
参
照
。

(
4
)
許
道
夫
編
『
中
岡
近
代
農
業
生
産
及
貿
易
統
計
資
料
』
(
上
海
人

民
間
版
壮
、
一
九
八
三
一
年
)
二
三
頁
の
表
5
よ
り
算
出
し
た
。
江
蘇

省
の
産
米
量
は
八
、
八

O
八
蔦
捨
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
漸
江
省
は

六
、
九
七
八
高
権
、
安
徽
省
は
四
、
四
O
O蔦
捨
で
、
一
九
一
二
三
年
と

比
べ
る
と
、
各
々
、
二
六
九
倍
、
四
・

O
六
倍
と
な
っ
て
い
る
。

(
5
)
朱
西
周
編
『
米
』
(
中
園
銀
行
経
済
研
究
室
、
一
九
三
七
年
)

一O
頁。

(
6
)

火
口
光
隆
編
『
束
亜
同
文
書
院
大
運
河
調
査
報
告
書
』
(
愛
知
大
向
晶
子
、

一
九
九
二
年
)
六
二
八
1

六
二
九
頁
。
な
お
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
一

石
は

H
本
の
六
斗
に
あ
た
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
江
蘇
省
の
主
要

な
米
産
地
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ほ
ぼ
同
内
容
の
こ
と
が
在
上
海
本

省
賓
業
練
習
生
中
村
惣
治
「
支
那
江
蘇
、
安
徽
米
に
関
す
る
調
査
」

(
『
貿
易
時
報
」
第
一
巻
第
四
競
、
一
九
一
四
年
五
月
一
日
)
二
五

頁
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
参
照
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
。

(
7
)
前
掲
書
、
拙
著
『
華
中
農
村
経
済
と
近
代
化
|
|
近
代
中
園
農
村

経
I

品
川
史
像
の
再
構
築
へ
の
試
み
』
第
二
編
第
二
掌
上
海
土
布
業
の

近
代
化
を
参
照
。

(
8
)

羊
翼
成
「
松
江
米
之
分
播
組
織
及
産
量
」
(
「
枇
曾
経
済
月
報
」
第

三
省
第
五
期
、
一
九
三
六
年
五
月
)
四
七
頁
。

(
9
)

陸
樹
栴
「
松
青
一
帯
米
糧
的
出
産
輿
運
鈎
」
(
『
農
行
月
刊
』
第
四

巻
第
三
期
、
一
九
二
一
七
年
三
月
)
八
九
l
九
O
頁。

(
日
)
前
掲
書
、
『
東
河
川
同
文
書
院
大
運
河
調
査
報
告
書
』
五
一
一
一

l
五

三
四
頁
。

(
U
)

束
亜
同
文
曾
「
支
那
省
別
全
誌
』
第
一
五
巻

十

江
蘇
省
(
一
九
二

「
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。
年
)
一
八
五
頁
。

(
ロ
)
同
右
主
目
、
一
九
一
頁
。

(
日
)
同
右
書
、
二
二

O
頁。

(
日
)
同
右
書
、
二

0
0
頁。

(
日
)
同
右
書
、
二

O
五
頁
。

(
日
)
「
束
蓋
豚
之
米
産
調
査
」
(
『
工
商
心
十
月
刊
』
第
三
巻
第
五
競
、

九
三
二
年
三
月
一
日
、
制
査
)
二
l
四
頁
。

(
刀
)
「
興
化
牒
米
産
調
査
」
(
『
工
尚
半
月
刊
』
第
三
巻
第
三
競
、
一
九

三
一
年
二
月
一
日
、
調
査
)
二
四
頁
。

(
同
)
「
泰
牒
之
米
産
奥
米
砺
頭
調
査
」
(
『
工
商
牛
月
刊
」
第
一
二
巻
第
一

O
抜
、
一
九
二
二
年
五
月
一
五

H
、
調
査
)
二
l
三
頁
。

(
印
)
「
堕
城
豚
之
米
産
」
(
『
工
商
半
月
刊
」
第
三
巻
第
二
援
、
一
九
三

一
年
一
月
一
五
日
、
調
査
)
四
頁
。

(
却
)
林
諮
均
・
胡
庭
庚
等
績
修
『
績
修
堕
城
豚
志
』
(
一
九
三
六
年
)

を
四
産
殖
志
、
糧
食
。

(
幻
)
上
海
商
業
儲
蓄
銀
行
制
査
部
編
『
米
』
(
一
九
三
一
年
)
一
五
頁
。

(
幻
)
朱
西
周
編
『
米
』
(
中
園
銀
行
経
済
研
究
室
、
一
九
三
七
年
)
一

一
O
l
一
一
一
頁
。

(
幻
)
興
亜
院
華
中
連
絡
部
『
中
支
那
重
要
因
防
資
源
食
糧
作
物
調
査
報

告
書
』
(
一
九
四
O
年
)
三
l
五
頁
。

(μ)
梨
培
敬
・
央
口
比
日
等
『
准
安
府
志
』
(
光
緒
一

O
年
・
一
八
八
四

年
)
巻
二
彊
域
、
物
産
。

(
お
)
童
剣
塵
「
准
安
農
村
状
況
」
(
『
農
村
経
I

品
川
』
第
一
審
第
七
期
、
一

九
三
四
年
五
月
一
目
、
通
訊
)
九
一
一
一
l
九
四
頁
。

(
お
)
張
兆
棟
・
丁
長
生
寸
『
山
陽
豚
志
』
(
同
治
一
一
一
年
・
一
八
七
三
年
)

」

巻
一
彊
域
、
物
産
。

(
幻
)
邦
一
況
・
段
朝
端
坐
寸
「
績
纂
山
陽
際
志
』
(
一
九
一
一
一
年
)
巻
一

彊
域
、
風
俗
・
物
産
。

(
お
)
「
堕
城
豚
之
米
産
」
(
『
工
尚
半
月
刊
』
第
三
巻
第
二
競
、
一
九
一
一
一

一
年
一
月
一
五
日
、
制
査
)
一
一
l
四
頁
。

(
お
)
前
掲
書
、
『
績
修
盤
城
勝
志
』
(
一
九
三
六
年
)
巻
四
産
殖
志
、

農
墾
。

(
日
出
)
謝
元
一
脂
・
陳
玉
樹
等
『
堕
城
豚
志
』
(
光
緒
一
一
一
年
・
一
八
九
五

年
)
巻
四
食
品
貝
志
、
物
産
。
な
お
、
張
用
照
生
寸
『
績
増
高
郵
州

志
』
(
道
光
二
三
年
・
一
八
回
二
一
年
修
、
光
緒
九
年
・
一
八
八
三
年

重
刊
)
第
二
朋
食
貨
志
、
物
産
、
穀
属
に
よ
れ
ば
、
首
該
地
域
へ

の
早
稲
の
導
入
は
、
清
朝
遁
光
一
五
年
に
江
蘇
巡
撫
が
湖
北
省
の
早

稲
種
を
購
入
し
て
高
郵
豚
の
農
民
に
栽
培
さ
せ
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
。

(
訂
)
銭
群
保
等
修
・
柱
邦
傑
纂
『
甘
泉
豚
積
志
』
(
一
九
二
六
年
)
巻

七
上
物
産
孜
。

(
沼
)
同
右
書
、
巻
七
上
物
産
致
、
穀
之
属
。

(
お
)
同
右
書
、
巻
七
上
(
貫
業
致
、
商
業
。

(
引
っ
江
都
市
地
方
志
編
纂
委
員
曾
編
『
紅
都
牒
志
』
(
一
九
九
六
年
、

}
札
蘇
人
民
出
版
刷
)
一
八
一
一
一
j
i
l
l
-

一
八
六
頁
。

(
お
)
高
士
論
・
五
格
生
寸
『
江
都
豚
志
』
(
乾
隆
六
年
・
一
七
四
一
年
修
、

光
緒
七
年
・
一
八
八
一
年
重
刊
)
を
之
十
一
物
産
、
穀
之
属
。

(
お
)
越
邦
彦
・
桂
邦
傑
績
修
『
江
都
市
脚
績
志
』
(
一
九
二
六
年
)
巻
七

上
物
産
考
、
天
然
品
、
穀
之
属
。

(
訂
)
同
右
書
、
巻
六
賓
業
考
、
商
業
。
な
お
、
仙
女
廟
は
一
九
二
九

年
に
鎮
と
な
り
、
一
九
六
六
年
に
江
都
鎮
と
改
名
さ
れ
た
(
前
掲
書
、

十

「
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去
一
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任
問
『
叫
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汁

-
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)
日
・
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E
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『
江
都
豚
志
』
一
九
九
六
年
、
七
八
頁
)

0

(
お
)
前
掲
書
、
「
重
修
血
ハ
化
豚
志
』
(
成
豊
二
年
)
省
一
一
一

主
陣
。

(
羽
)
『
績
修
血
ハ
化
牒
志
』
(
一
九
四
四
年
)
巻
四
賞
業
誌
、
農
村
経

済
状
況
。

(
羽
)
賓
懸
豚
地
方
志
編
纂
委
員
曾
編
『
賓
庭
師
脚
志
』
(
江
蘇
人
民
出
版

祉
、
一
九
九
四
年
)
二
二
七
頁
。

(
但
)
孟
銃
蘭
生
寸
『
重
修
賓
謄
牒
志
」
(
遁
光
二
一
年
・
一
八
四
一
年
)

巻
之
九
災
群
。

(
必
)
同
右
主
目
、
巻
之
九
土
産
、
穀
之
属
。

(
必
)
戴
邦
禎
・
潟
県
等
重
修
『
賓
庭
勝
志
』
(
一
九
三
二
年
)
巻
一

彊
域
、
土
産
、
穀
之
属
。

(
叫
)
楊
受
廷
・
馬
汝
舟
等
『
如
泉
町
肺
志
』
(
嘉
慶
一
二
年
・
一
八

O
八

年
)
巻
六
物
産
志
、
穀
之
属
。

(
釘
)
張
兆
陳
・
院
本
炎
等
『
阜
寧
豚
志
』
(
光
緒
二
一
年
・
一
八
八
六

年
)
巻
一
彊
域
、
土
産
。

(
必
)
呉
賓
議
修
・
途
友
蘭
纂
『
民
国
阜
寧
豚
新
志
』
(
一
九
三
四
年
)

を
十
一
物
産
志
、
豆
科
、
黄
大
豆
。

(
釘
)
同
右
書
、
巻
十
二
農
業
志
、
農
作
。

(
必
)
阜
寧
豚
豚
志
編
纂
委
員
曾
編
『
阜
寧
牒
志
』
(
江
蘇
科
皐
技
術
出

版
一
吐
、
一
九
九
二
年
)
八
六
百
円
。

(
川
叩
)
楊
激
雲
・
顧
曾
恒
等
『
泰
血
ハ
豚
志
』
(
光
緒
二
一
年
l

・
一
八
八
六

年
)
虫
色
第
三
分
率
、
物
産
。

(
叩
)
唐
雄
傑
著
、
秋
山
洋
這
誇
「
安
徽
、
江
蘇
、
所
江
、
江
西
四
省
米

穀
運
輸
過
程
の
検
討
」
(
『
満
銭
調
査
月
報
』
第
二

O
巻
第
二
競
、
一

食
貨
志
、
物

749 

」

九
四
O
年
二
月
)
一
一
一
一
1
(

一
一
一
一
一
頁
。
な
お
、
こ
れ
は
、
唐
雄
傑

「
院
蘇
漸
議
岩
米
穀
運
輸
過
程
之
検
討
」
(
『
交
通
雑
誌
』
第
五
を
第

六
l
七
期
)
の
誇
文
で
あ
る
。

(
日
)
興
亜
院
華
中
連
絡
部
『
中
岡
米
』
(
一
九
四
一
年
)
五
五
頁
。

(
臼
)
一
九
一
九
年
の
米
穀
の
輪
出
量
が
突
出
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
の

は
、
日
本
の
米
不
足
・
米
騒
動
に
起
因
す
る
大
量
買
附
け
の
結
果
で

あ
ろ
う
か
(
野
津
豊
「
米
騒
動
と
五
回
運
動
|
1
束
ア
ジ
ア
に
お
け

る
民
族
、
園
家
の
相
互
闘
連
性
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
『
近
き
に
在
り

て
』
(
創
刊
競
、
一
九
八
一
年
八
月
)
を
参
照
さ
れ
た
い
)
o

天
津
か

ら
の
移
輸
出
量
急
増
の
原
凶
と
合
わ
せ
て
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
し
。

(
日
)
「
上
海
米
競
業
調
査
」
(
「
工
商
半
月
刊
』
第
五
巻
第
一
九
競
、
一

九
三
三
年
一

O
月
一
口
、
調
査
)
六
二
頁
。

(
日
付
)
前
掲
、
「
安
徽
、
江
蘇
、
漸
江
、
江
西
四
省
米
穀
運
輸
過
程
の
検

討
」
一
一
一
一
一
一
1

二
二
九
頁
。

(
日
)
杭
舎
経
済
調
査
所
編
『
鎮
江
米
市
調
査
」
(
生
活
枇
、
一
九
四

O

年
)
五
九
頁
。

(
日
)
賓
業
部
園
際
貿
易
局
編
「
中
園
賓
業
誌
(
江
蘇
省
)
』
(
一
九
三
三

年
)
第
五
編
第
一
享
、
二
二
頁
。

(
貯
)
枇
命
日
経
済
調
査
所
編
『
無
錫
米
市
調
査
』
(
支
那
経
済
資
料
一
一
一
、

生
活
壮
、
一
九
四
O
年
)
一
八
頁
。

(
四
川
)
興
亜
院
華
中
連
絡
部
『
中
岡
米
』
(
一
九
四
一
年
)
四
一
頁
。

(
ぬ
)
林
諮
均
・
胡
麿
庚
等
績
修
『
績
修
盤
城
際
志
」
(
一
九
三
六
年
)

巻
四
産
殖
志
、
糧
食
。

(
削
)
「
堕
城
牒
之
米
産
」
(
『
工
尚
半
月
刊
』
第
三
宅
第
二
競
、

十

「

九

「
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去
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一
年
一
月
一
五
日
、
調
査
)
八
頁
。

(
日
)
「
泰
際
之
米
産
奥
米
碍
頭
調
査
」
(
『
工
商
半
月
刊
」
第
二
一
巻
第
一

O
強
、
一
九
ゴ
二
年
五
月
一
五
日
、
調
査
)
四
J

五
頁
。

(
位
)
足
立
件
二
「
大
豆
粕
流
通
と
清
代
の
商
業
的
農
業
」
(
『
東
洋
史
研

究
』
第
三
七
巻
第
三
競
、
一
九
七
八
年
二
一
月
)
o

な
お
、
小
瀬
一

「
一
九
世
紀
末
中
園
開
港
場
開
流
通
の
構
造
」
(
『
枇
合
思
経
済
史
皐
」

第
-
立
四
巻
第
五
競
、
一
九
八
九
年
一
月
)
も
、
一
九
世
紀
末
の
大
豆

粕
流
通
に
言
及
し
て
お
り
、
参
考
に
な
っ
た
。

(
日
)
張
士
宏
「
嘉
定
豚
合
作
事
業
進
行
概
況
」
(
『
江
蘇
建
設
月
刊
』
第

二
巻
第
二
期
、
一
九
三
五
年
二
月
、
報
告
)
二
三
頁
。

(
似
)
諸
玉
如
「
宜
阻
ハ
豚
和
橋
銭
肥
料
錆
佳
口
情
形
」
(
『
農
行
月
刊
』
第
二

巻
一
一
期
、
一
九
三
五
年
一
一
月
)
四
七
l
四
八
頁
。

(
出
)
前
掲
主
目
、
「
績
修
堕
城
豚
志
』
ご
九
三
六
年
)
巻
四
産
殖
志
、

農
墾
。

(
侃
)
同
右
主
目
、
を
四
産
殖
志
、
漁
航
。

(
m
w
)

「
蘇
州
蘇
城
愛
生
三
大
恐
慌
」
(
『
申
報
』
一
九
三
四
年
七
月
一

八
日
)

0

(
伺
)
「
東
蓋
豚
之
米
産
調
査
」
(
『
土
商
半
月
刊
』
第
三
巻
第
五
競
、
一

九
三
二
年
三
月
一
日
、
調
査
)
四
頁
。

(
伺
)
「
泰
牒
海
安
之
豆
餅
業
概
況
」
(
『
工
商
宇
月
刊
』
第
三
巻
第
二
競
、

一
九
一
一
一
一
年
一
月
一
五
日
、
調
査
)
一
一
1
(

一一一頁。

(
刊
)
王
珠
照
修
・
張
春
纂
『
光
緒
議
稔
豚
志
』
(
一
八
八
八
年
)
巻
之

三
彊
域
。

(n)
前
掲
書
、
『
支
那
省
別
全
誌
』
第
一
五
巻
ご
九
二

O
年
)

O
頁。

」

九

(η)
註

(ω)
に
同
じ
。

(
刀
)
格
挺
如
「
泰
豚
之
猪
行
」
(
『
農
行
月
刊
』
第
四
巻
第
二
一
期
、

三
七
年
三
月
)
九
七
頁
。

(
九
)
祐
如
玉
「
阜
寧
牒
束
攻
鎖
豆
餅
主
性
鈎
情
形
」
(
『
農
行
月
刊
』
第
二

巻
第
一
・
二
競
、
一
九
三
五
年
二
月
、
調
査
)
一
二
三
Il--
二四百円。

(
お
)
前
掲
書
、
『
阜
寧
豚
志
』
(
光
緒
二
一
年
)
巻
一
彊
域
、
恒
産
。

(
苅
)
前
掲
書
、
『
氏
園
阜
寧
際
新
志
』
(
一
九
三
四
年
)
巻
十
一
物
産

志
、
豆
科
、
黄
大
豆
。

(
打
)
前
掲
書
、
『
江
都
豚
績
志
』
(
一
九
二
六
年
)
巻
七
上
物
産
考
、

天
然
品
、
穀
之
属
。

(
花
)
同
右
書
、
巻
六
賓
業
考
、
商
業
。

(
乃
)
前
掲
書
、
『
甘
泉
牒
績
志
』
(
一
九
二
六
年
)
巻
七
上
賓
業
致
、

商
業
。

(
別
)
郎
玩
・
段
朝
端
等
「
績
纂
山
陽
勝
志
』
(
一
九
一
一
一
年
)
虫
色
一

彊
域
、
風
俗
・
物
産
。

(
剖
)
岸
本
清
三
郎
「
中
支
を
主
と
し
た
る
肥
料
問
題
」
(
「
漏
銭
調
査
月

報
』
第
二

O
巻
第
五
競
、
一
九
四
O
年
五
月
)
一
五
二

1
一
六
四
頁
。

(
位
)
李
孟
麟
「
本
行
上
海
農
産
運
錆
虎
一
年
来
封
於
人
法
肥
料
之
管

理
」
(
『
農
行
月
刊
』
第
二
巻
一
一
期
、
一
九
三
五
年
一
一
月
)
四
一

l
四
三
頁
、
同
「
一
年
来
江
蘇
省
化
皐
肥
料
之
管
理
」
(
「
農
行
月

刊
』
第
四
谷
第
三
期
、
一
九
三
七
年
三
月
)
八
四
1
八
七
頁
。
元
々

の
車
位
は
包
で
、
一
包
l

一
六
五
斤
(
約
九
九
・
七
同
)
と
し
て
い

た。

(
お
)
「
温
州
之
経
済
朕
況
」
(
「
中
外
経
済
周
刊
』
第
二

O
九
競
、

二
七
年
四
月
三

O
日
)
四
l
五
頁
。

十

「

九
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(
判
例
)
大
東
亜
省
『
蘇
北
地
匝
綜
合
調
査
報
告
書
』
(
調
査
資
料
第
一
八

競
、
中
支
調
査
資
料
第
五
八
八
競
、
綜
合
資
料
第
二
六
競
、
一
九
四

三
年
二
一
月
)
二
六
一
}
(
二
六
五
頁
。

(
お
)
興
亜
院
華
中
連
絡
部
『
上
海
近
郊
ノ
畜
産
ニ
就
テ
』
(
興
亜
華
中

資
料
第
二
抜
、
中
調
聯
農
資
料
第
二
焼
、
一
九
三
九
年
二
一
月
)
三

751 

十

一
立
!
三
六
頁
・
四
六
頁
。
な
お
、
同
書
は
、
上
海
市
杭
合
同
局
編
『
上

海
之
農
業
」
(
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
)
第
三
編
「
畜
産
」
及
び

「
上
海
之
鮮
猪
行
」
・
「
L

上
海
之
蛋
業
調
査
」
(
「
工
商
小
月
刊
』
第
六

巻
第
三
競
・
第
四
抜
、
一
九
三
四
年
二
月
一
日
・
二
月
一
五
日
)
の

邦
誇
で
あ
る
。
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di and illuminates the logic of political legitimization that was embedded there by 

the Manchu people. 

ECONOMIC RELATIONS BETWEEN SUBEI AND 

SUNAN REGARDING THE PRODUCTION 

OF RICE IN THE FIRST HALF OF 

THE TWENTIETH CENTURY 

BENNO Saiichi 

The rice crop in Jiangsu in the first half of the 20th century did not consist of 

rice grown by farmers for their own consumption and the excess rice sold on the 

market, but fundamentally all the rice that was produced was sold. In other 

words, the farmers of Sunan Jil¥.f primarily grew non-glutinous Japonica variety 

rice, sold it all and purchased the less expensive non-glutinous Indica variety rice 

produced in Anhui and the Lixiahe &TiPJ region of Subei Ji~t for their household 

consumption. On the other hand, the farmers of the Lixiahe region of Subei who 

produced mainly Indica rice sold all of it and purchased less expensive wheat and 

miscellaneous grains as their staple. Furthermore, just as the soybean wastes 

were sent from Subei to Sunan turned into fertilizer and higher costs were 

invested in producing higher value, night soil from Sunan was sent to Subei to be 

used as fertilizer thus lowering the cost of production of the less expensive variety 

of rice. 

In other words, the production and sale of Japonica variety rice in Sunan was 
predicated on the massive supply of lower priced Indica variety rice from Anhui 

and Subei, and conversely the production and sale of Indica variety rice in Subei 

became possible due to the demand for stable and massive quantities of Indica 

variety rice in Sunan. Moreover, in regard to fertilizer, with the transfer of 

soybean wastes from Subei to Sunan and of night soil from Sunan to Subei, the 

two agricultural areas were mutual dependent. Furthermore, the cessation of the 

transfer of soybean wastes from Manchuria and Northern China heightened the 

degree of reliance of economies of Sunan farming villages on those of Subei 

farming villages. 

In this manner, the relationship of the economies of farm villages in Subei and 

Sunan was structural and not merely the coexistence of a wealthy advanced region 

and an impoverished backward region. Then, within structure of the farm village 

- 60-
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economy formed in this way, as the Lixiahe region of Subei in modem times 

began to develop as main production center that was gradually able to produce 

stable and massive quantities of Indica variety rice, and in contrast supplied the 

rice markets in Nanjing and Zhenjiang in the western regions of Sunan as well as 

in the provinces of Nantong l¥J;m, Haimen i~r~ and Qidong §Jf[ via Haian i~'ti:. 

THE ORIGINS OF THE SHRINE OF CHINGGIS KHAN 

SHIRAISHI Noriyuki 

In this study, I have considered the establishment and transfer of the Shrine 

of Chinggis Khan on the basis of the historical studies of the literature to which I 

have applied recent archaeological data. As a result, I have made clear that the 

first Shrine of Chinggis Khan was located at the A vraga site in Khentii Province in 

Mongolia. This had been the site of Chinggis's palace, the Great Ordo. It has 

become clear that the palace tent (the lower building) was transformed into the 

Shrine. It became a Shrine after the capital, Kharakhorum, was built. Later, 

between the late 13th century and the beginning of the 14th century a new shrine 

(the upper building) was constructed. This Shrine remained at Avraga area after 

the demise of the Yuan dynasty until the mid 15th century, and ritual sacrifice of 

horses and cattles was conducted there continuously. 

The Shrine was moved to the Ordus region in Inner Mongolia in the period 

from the later half of the 15th century and the beginning of the 16th century. It is 

thought that behind the move were both political turmoil and the decline of 

nomadic economy that accompanied cooling temperatures. Both the Avraga Shrine 

and that built at Ordus in the early Qing period were extremely similar in terms 

structure of the altars, the size, and plan. One can hypothesize that when the 

Shrine at Ordus was rebuilt, the structure of the building at Avraga was the model 

to be recreated in the construction. 

Future research should be aimed at more concretely illuminating the 

background and timing of the construction of the Shrine and the reason for the 

move to Inner Mongolia. For that reason it will be necessary to conduct 

continuous research of the site. 
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